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年末年始の業務案内

救急医療
12月 1月

30日 31日 1日 2日 3日
水 木 金 土 日

市立休日急病診療所 ℡891・8124
内科・小児科 休み 10：00～14：00（受付時間9：45～13：45）
歯科 10：00～12：00（受付時間9：45～11：45）

年末年始
急病診療所

交野病院 ℡891・0331 内科・小児科・外科
午前診
あり 10：00～12：00、13：00～15：00

星田南病院 ℡891・3500 内科・小児科 平常
どおり 休み 休み

北河内夜間救急センター
（寝屋川市豊野町 15ー 10） ℡821・3003 小児科（15歳未満） 21:00～0：30（受付時間20：30～0：30）

※受診するときは、必ず保険証を持参してください。

一般業務
【年　末】12月 28 日（月）まで、通常どおり
【年　始】1月 4日（月）から、通常どおり

し尿の収集（乙辺浄化センター　℡ 892・2472）
【年　末】12月 29 日（火）まで、通常どおり
【年　始】1月 4日（月）から、通常どおり
※ 定期収集の日程が、変更される地区があります。水洗化などによる臨時収集は、2週間前まで
に申し込んでください。

（市役所　℡ 892・0121）
（星田出張所　℡ 891・2031）
（ゆうゆうセンター　℡ 893・6400）
（青年の家　℡ 892・7721）
（水道局　℡ 891・0016）

ゆうゆうバス（社会福祉課　℡ 893・6400）
【年末年始】12月 28 日（月）～ 1月 4日（月）は運休

※休み中も婚姻・出生・死亡などの届け出は、市役所本館地下の警備員室で受け付けています。
※道路での漏水など突発事故が発生した場合は、水道局へご連絡ください。
※ 屋内での突発的な故障などは、最寄りの給水工事指定店へご連絡ください。

広報かたの 1月1日号は、1月4日（月）・5日（火）・6日（水）で配布

特集①　早めに確認してください
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各施設（開館・貸し出しなど）
12 月 1月

26 日 27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1日 2日 3日 4日 5日 6日
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

貸
し
出
し
施
設

いきいきランド交野
ゆうゆうセンター
青年の家
武道館
屋外体育施設（グラウンド・コート）
星田西体育施設
第 1児童センター
星の里いわふね
星田コミュニティーセンター

図
書
館
な
ど

倉治図書館
青年の家図書室
星田コミュニティーセンター図書室
第 1児童センター幾野図書室
歴史民俗資料展示室

※図書館（室）では、火曜日は午後１時からの開館（室）になります。

ごみ収集（環境事業所　℡   892・2471）

休み

警　察
12 月 1月

25 日 26 日 27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1日 2日 3日 4日 5日
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

枚方警察署・星のまち交番
（運転免許の更新・車庫証明など） 休み

粗大ごみ・資源ごみ＝第1～ 4水曜日（地区別）
【年　末】12月 23 日（水・祝）まで、通常どおり
【年　始】 1 月 6日（水）から、通常どおり

粗大ごみの予約＝月～金、午前 9時～午後 4時
※粗大ごみの予約は、祝日も受け付けています。

粗大ごみ予約　℡   891・5
ごみなし

374
受付センター　月～金、午前9時～午後4時

臨時・引っ越しごみ
【年　末】12月 28 日（月）まで、通常どおり
【年　始】1月 7日（木）から、通常どおり

　　大掃除などで粗大ごみの処理を考えてい
　る人は、日程を計画的に利用してください。

普通ごみ（生ごみ）＝【月・木】【火・金】
【年　末】月・木収集地域は12月28日（月）まで
　　　　火・金収集地域は12月29日（火）まで
【年　始】月・木収集地域は 1月 4日（月）から
　　　　  火・金収集地域は 1月 5日（火）から

　年末年始は、普通ごみの量が増加するため、
通常の収集時間と大幅に異なる場合がありま
すのでご了承ください。

廃プラの収集
【年　末】 12 月 28 日（月）、29 日（火）、30 日

（水）各地区収集日まで通常どおり
※  30 日（水）は、木・金曜日地域も収集します
【年　始】1月 4日（月）から通常どおり

持ち込みごみ
月・火・木・金午前 9時～午後 3時 30 分
【年　末】  通常は 12月 29 日（火）まで、特別に

30日（水）も持込可
【年　始】1月 4日（月）から、通常どおり

【1月分の粗大ごみの予約受け付け最終日】
第 1水曜収集地域 12 月 23 日（水・祝）

第 2水曜収集地域 22 年 1月 6日（水）

第 3水曜収集地域 22 年 1月 13 日（水）

第 4水曜収集地域 22 年 1月 20 日（水）

休み
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特集②　市職員が講師になります

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
催
す
る
講
座
な
ど
に
、
職
員

が
出
向
い
て
話
を
す
る
職
員
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。出
前
講
座
の
一
覧
は
、表
の
と
お
り
で
す
。

対 　

象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ

開 

催
日
時　

原
則
と
し
て
市
の
休
業
日
を
除
く
午
前
10

時
〜
午
後
９
時（
担
当
課
と
調
整
が
つ
け
ば
、
そ
の
他

の
時
間
帯
も
可
能
）

開 
催
場
所　

市
内
に
限
る
（
会
場
は
、
申
し
込
ん
だ
人

が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、
講
座
に
よ
っ
て
は
市

の
施
設
で
行
う
も
の
も
あ
り
ま
す
）

費 　

用　

無
料（
た
だ
し
、会
場
使
用
料
や
講
座
で
使
用

す
る
材
料
費
は
、申
し
込
ん
だ
人
の
負
担
）

申 

し
込
み　

開
催
予
定
日
の
20
日
前
ま
で
に
直
接
、
各

担
当
課

問 

い
合
わ
せ　

各
担
当
課
か
、
市
長
公
室
広
聴
広
報
担

当（
℡
８
９
２
・
０
１
２
１
）

●●職員出前講座●●
職員出前講座開催についての注意

① 出前講座の主催者は、申し込まれたグ
ループのみなさんです。参加者への周
知、開催当日の受付や講座の進行など
は、申し込まれたグループで行ってくだ
さい。

② 政治、宗教、営利を目的とした催しや出
前講座の目的にそぐわない場合には、職
員を派遣しません。

③ 講座の内容についての質問や意見交換
は受けますが、出前講座は、苦情や要望
を聞く場ではありませんのでご理解く
ださい。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

担当課 実施している講座名 内　　　　　容

総務課 情報公開･個人情報保護制度
のしくみ

「情報はどうしたら見られるの」「個人情報はどのように保護されて
いるの」など、情報公開制度の利用方法や個人情報の保護制度を分か
りやすくお話しします。

市長公室
広聴広報担当 楽しく作ろう　広報紙 「広報紙ってどんなもの」「記事はどのようにして作るの」など、広報

紙づくりの基本をお話しします。

市長公室
防災安全担当

わが家の防災対策
災害はいつ、どこで、どんな大きさで起こるか、事前に知ることは困難
です。いざというときに落ち着いて行動できるよう、災害に対する予
防と対処をビデオやCDを使いお話しします。

自主防災組織立ち上げ 自主防災組織立ち上げについてお話しします。
市長公室
人権政策担当 人権とは 自分の人権を守ること、他人の人権を侵さないことの認識についてお

話しします。
市長公室
市民活動推進担当 区長制度 市の区長制度の沿革と目的についてお話しします。

企画財政室
財政健全化担当 市の財政健全化計画 市の財政状況や健全化計画の概要や目標をお話しします。

企画財政室
企画担当

総合計画って何？ 総合計画とはどういうものか。まちづくりの流れから総合計画の位置
づけとその概要を分かりやすくお話しします。

あたらしい総合計画 23 年度からスタートする新しい総合計画の策定作業をしています。
その作業の内容や考え方、今の状況などについてお話しします。

会議のデザイン協働作業 井戸端会議やワークショップ、合意形成の仕方など、あなたが必要と
する場に合った、いろんな会議手法についていっしょに学びます。

国民健康保険課 特定健診 20 年度からスタートした特定健診の背景や目的、流れなどをお話し
します。

社会福祉課

児童虐待について 児童虐待とはどういうものをいうのか、その発生要因、法律、対応、予
防などについてお話しします。

現代の子ども環境について 少子化はどうして起こるのか、児童に関する問題 (虐待･いじめ･非行
など）がなぜ増えているのか、そしてその対応法などを考えます。

発達障がいについて 児童の発達障がいとはどういうものか、その問題点や対応についてお
話しします。

障がい福祉課 知っておきたい障がい者の
ための福祉サービス

障がい者のための福祉サービスについて、内容と利用の仕方をお話し
します。

出前講座一覧
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担当課 実施している講座名 内　　　　　容

高齢介護課

介護保険と高齢者福祉
サービスについて

介護保険制度やいろいろな高齢者福祉サービスの利用方法について
お話しします。

高齢者虐待防止について 高齢者虐待防止について。虐待の要因や種類、防止についてお話しし
ます。

高齢者向けのいろいろな
施設について

各種の老人ホームなど、高齢者が介護を受けることができるいろいろ
な入所施設の利用方法と特徴などをお話しします。

健康増進課

子どもや保護者の
健康づくり

子どもや保護者の健康な心・身体づくりのためにできる生活習慣（生
活リズム・事故防止・食生活など）のお話をします。

介護予防について
～元気アップを目ざして～

転倒・うつ・認知症など、危険な老化を予防し、いつまでも元気に
過ごしていくためのコツを講義や実技（元気アップ体操）を通して
お伝えします。

肩こり・腰痛・
ひざ痛予防体操

健康増進に欠かせない各種体操（介護予防・肩こり・腰痛・ひざ痛
予防など）の方法を講義と実技を通してお伝えします。

お口の健康づくり むし歯予防や正しい歯の磨き方、舌体操など依頼者の希望に合わせ
て分かりやすくお話しします。

その他健康に関すること (い
ろいろな内容に対応します。
気軽にご相談ください）

赤ちゃんからお年寄りまで、さまざまな健康に関する内容を、希望
に合わせて分かりやすくお話しします。

商工観光課　　　
　

最近の悪質商法をめぐる
相談事例とその対処法

訪問販売、電話勧誘などの相談事例を使って、契約･解約トラブルの実
態を明らかにし、悪質商法の手口、クーリング･オフや消費者契約法の
活用方法を分かりやすくお話しします。

大丈夫ですか、その儲け話？
内職・モニター商法、マルチ（連鎖販売）、投資・利殖商法をめぐる契
約トラブルが急増しています。こうした儲け話の勧誘手口、被害の実
態、その対策を分かりやすくお話しします。

インターネット・携帯電話
トラブルとその対策

「使っていない情報料を請求された」「料金先払いの商品が届かない。
注文品と違う」などのトラブルが増えています。最近の相談事例を
紹介しながら、その対策を分かりやすくお話しします。

多重債務に陥らないために
ヤミ金融など悪質業者の勧誘手口、被害実態を明らかにしながら、多
重債務に陥らないためのポイント、その整理方法を分かりやすくお話
しします。

子どもと契約、消費者教育
小中高生、教職員、保護者を受講対象に、子どもたちの小遣いやカー
ド、身近な契約をテーマにし、健全な金銭感覚をやしない、賢い消費者
の育成をめざした分かりやすい講義を行います。

循環型社会推進室
進めよう　ごみの減量（資
源ごみの分別・生ごみのた
い肥化・廃プラ分別など）

ごみを減らすにはどうしたらいいのか？課題を市民のみなさんとと
もに考えます。

環境事業所
ごみの収集運搬・その他 交野市でのごみの収集･運搬から出し方･分け方、１年間に出るごみ

の量など、交野市環境事業所が行っている仕事をお話しします。
ごみ処理施設の見学 寺作業所で行う粗大ごみの処理状況を実地見学します。

環境保全課
地球温暖化 地球温暖化の現状、将来予測、対策についてお話しします。

交野の環境について 毎年行っている環境調査の結果を見ながら、交野の環境をお話ししま
す。

都市計画課 地域主体でまちづくり 地域住民が理想とするまちを、住民自身の手でつくるための手法など
をお話しします。

こども室 つどいの広場って、
どんなところ？

つどいの広場は、０歳から３歳までの親子が気軽に集い、交流や相談
ができる場として開設しています。講座では、広場の利用方法や内容
についてお話しします。

図書館
おはなし会 対象年齢に合わせてプログラムを組み、おはなし会を行います。
読み語りについて 子どもと読書や読み語りなどについてお話しします。

消防本部

普通救命講習Ⅰ・Ⅱ
病気などで身近な人の呼吸や心臓が止まったとき、救急車が来るまで
の間の救命手当をⅠは 3時間、Ⅱは 4時間の講習で学びます。(実施
場所は、消防本部）

住宅用火災警報器の設置に
ついて

18 年 6月から一般住宅にも、火災警報器の設置が義務付けられまし
た。そこで、どんなところに、どんな器具を設置するのかなど、火災予
防についてお話しします。

文化財事業団 市内文化財の見学 市内に多く点在している史跡について、現地に出向いてお話ししま
す。

※ メニューにないものでも「こんな話が聞きたい」というものがあれば、気軽に市長公室広聴広報担当までご相談く
ださい。
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新型インフルエンザ
接種について

～ワクチンが不足しています
ご理解をお願いします～

問い合わせ　健康増進課（℡  893・6405）

■
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
願
い

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
来
年
３
月
ま
で
の
間
に
順

次
製
造
さ
れ
ま
す
の
で
、
優
先
接

種
対
象
者
が
希
望
し
て
も
、
す
ぐ

に
接
種
で
き
ま
せ
ん
。医
療
機
関

に
連
絡
を
入
れ
て
も
、
予
約
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
基
礎
疾
患
を
有
す
る
１
歳
か

ら
小
学
校
３
年
生
」「
基
礎
疾
患
を

有
す
る
国
の
最
優
先
対
象
基
準
に

該
当
す
る
重
症
の
方
」「
妊
婦
」
は

最
優
先
接
種
対
象
で
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
が
届
く
ま
で
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。少
し
時
間

が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

優
先
接
種
対
象
者
（
下
表
）
の

う
ち
、
②
③
に
該
当
す
る
人
の
接

種
は
、
１
月
以
降
の
予
定
で
す
。

　

今
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
万
能
の
解

決
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。接
種
を

す
る
人
も
接
種
を
し
な
い
人
も
、

日
ご
ろ
か
ら
「
う
が
い
・
手
洗
い

の
励
行
」「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」「
人

混
み
を
避
け
る
」
な
ど
感
染
予
防

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

① 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

　

接
種
は
任
意
で
希
望
者
の
み
で

す
。

　

現
在
接
種
で
き
る
の
は
、
下
表

の
区
分
①
に
該
当
す
る
人
で
す
。

② 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
効
果
・
安
全
性

　

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
重
症

化
や
死
亡
を
防
ぐ
一
定
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
接
種

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
か
か
ら
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、季
節
性
ワ
ク
チ
ン
同
様
、

接
種
後
、
は
れ
た
り
、
熱
が
出
る

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た
り
す
る

ほ
か
、
ま
れ
に
重
篤
な
症
状
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
点
を
ご
理
解
の
上
、
個
人

の
判
断
に
よ
り
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

③
接
種
費
用（
全
国
一
律
）

　

１
回
目
は
３
６
０
０
円
、
2
回

目
は
２
５
５
０
円
（
1
回
目
と
異

接種対象者とスケジュール（11月 16 日現在、変更の可能性あり）

区分 接種スケジュール 優先接種対象者 接種
回数 提示書類

① 11月
14日～

基礎疾患を有する人
※ 1

原則
１回

「優先接種対象者証明書」
※ かかりつけ医が発行。かかりつけ医
で接種する場合は必要ありません。

妊婦 1回「母子健康手帳」

1歳～小学校 3年生 2回「母子健康手帳」または「各種健康保険被保険者証」

② 1月
初旬～

優先接種対象者のう
ち、身体上の理由で予
防接種できない人およ
び乳児の保護者

1回「優先接種対象者証明書」、「各種健康保険被保険者証」または「住民票」

③ 1月
中旬～

小学校 4年生から高校
生に相当する年齢の人 2回「各種健康保険被保険者証」、「学生証」または「住民票」

65歳以上の人 1回「各種健康保険被保険者証」、「運転免許証」または「住民票」
※ 1 　基礎疾患の種類は、慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、慢性腎疾患、慢性肝疾患、
神経疾患、神経筋疾患、血液疾患、糖尿病、疾患や治療に伴う免疫抑制状態、
小児科領域の慢性疾患です。

な
る
医
療
機
関
で
接
種
す
る
人

は
、
2
回
目
も
３
６
０
０
円
）
で

す
。

　

接
種
回
数
は
、
今
後
1
回
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
費
用
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
左
の
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

④
接
種
ま
で
の
流
れ

▽ 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
接
種
場
所
の

確
認

　

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
あ
わ

せ
、
接
種
時
期
に
か
か
り
つ
け
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

か
か
り
つ
け
医
が
な
い
人
や
、

か
か
り
つ
け
医
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

し
て
い
な
い
場
合
は
、
国
と
契
約

を
し
た
医
療
機
関
（
市
内
外
の
接

種
可
能
医
療
機
関
）
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。市
内
の
接
種
可

能
医
療
機
関
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
一

覧
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
の
予
約

　

接
種
を
実
施
す
る
市
内
・
市
外

の
医
療
機
関
で
予
約
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

▽
提
示
書
類
の
用
意

　

自
分
が
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

合
っ
た
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
示

す
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
の
実
施

　

接
種
窓
口
で
、
必
要
な
書
類
を

提
示
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
、
接

種
費
用
を
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

※ 

接
種
費
用
免
除
対
象
と
な
る
人

で
、
市
内
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
無
料
券
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

市政のうごき
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対 　象　次の①～③すべてに該当する人
① 交野市に住民票がある人②市民税非課税世帯
または生活保護世帯に属する人③優先接種対
象者

申 請者　原則として、被接種者本人
※ 本人以外（代理人）が申請する場合は委任状が
必要です。ただし、18歳未満の人に関しては、
保護者が申請する場合は不要です。

申 請に必要なもの　印鑑（スタンプ不可）、本人
確認証（運転免許証など、代理人の場合は代
理人のもの）、保護証明書（生活保護世帯の場
合）、21年１月１日時点の居住地の非課税証
明書（21年 1月 2日以降の転入者で非課税世
帯の場合）

※ 市外医療機関で接種した人は、新型インフル
エンザ予防接種済証および領収書、振込み口
座を確認できるもの

※ 保護証明書は社会福祉課で発行しています。
申 請期限　22 年３月 31日まで
申請方法△

市内医療機関で接種する人
　 　「新型インフルエンザワクチン接種無料券」
を発行します。医療機関で接種の予約日が確
定したら、必ず接種前に申請してください。△

市外医療機関で接種する人
　 　接種後に申請してください。接種費用の払
い戻しをします。

申 請場所　ゆうゆうセンター１階　健康増進課

新型インフルエンザワクチン接種可能医療機関（すべて予約制）

医療機関名 住所 電話番号
FAX番号
※ 聴覚障が
い者専用

接種可能対象
（○は予約可、×は予約不可）

妊婦 基礎
疾患 小児 その他

交野病院 私部 2-11-38 891・0331 892・9932 × ○ ○ ○
星田南病院 藤が尾 3-5-1 891・3500 892・5722 × ○ ○ ○
尼子医院 私市 8-14-3 891・2050 891・2050 × ○ ○ ○
大景医院 妙見坂 6-7-2 892・0467 891・6549 × ○ ○ ○
小菓医院 星田 5-10-5 891・2006 892・3960 ○ ○ ○ ○
後藤医院 藤が尾 4-3-15 892・9500 892・5111 × ○ ○ ○
小林診療所 星田 5-15-15 893・8484 893・8485 × ○ ○ ×
高田医院 松塚 12-20 891・0631 893・4631 × ○ ○ ○
多々内科クリニック 森南 1-9-5 ラ・コンコルド１階 895・2250 895・2248 ○ ○ ○ ○
田中診療所 私部 7-48-3 893・8811 893・8815 × ○ ○ ○
寺嶋塚田こどもクリ
ニック 天野が原町 5-14-7 893・3141 893・3140 ○ ○ ○ ○

ひびき眼科クリニック 森北 1-22-6 磐船合同ビル 4階 810・5533 810・5544 × ○ ○ ○
中村クリニック 私市 5-1-5 892・0455 892・0485 × ○ ○ ○
西井医院 星田 1-23-24 891・2213 892・8601 × ○ ○ ○
西本内科医院 藤が尾 3-16-2 810・8522 810・8521 × ○ × ×
野村医院 倉治 3-50-1 891・6100 892・8117 ○ ○ ○ ○
はと産婦人科 藤が尾 4-3-16 891・4103 893・3210 ○ × × ○
藤原皮フ科 森北 1-22-6 磐船合同ビル 5階 894・4112 894・4113 × × ○ ○
宝田クリニック 私部 8-3-5 東明ビル 1階 891・3337 893・3332 × ○ ○ ○
前谷クリニック 星田 5-23-1 895・2990 895・2991 × × × ○
松吉医院 天野が原町 2-29-3 892・7700 891・5494 × ○ × ×
三宅医院 倉治 8-5-6 893・0108 893・0108 × ○ ○ ○
みやそう耳鼻咽喉科 私部西 1-33-25 交栄ビル 2階 893・3876 893・4714 ○ ○ ○ ○
※市内の入院・通院患者（かかりつけの人）のみ扱う医療機関は、一覧には入っていません。
※ 「基礎疾患」は、特定の基礎疾患のある人に限って接種する場合も○で表示しています。
※  妊婦で、「保存剤添加ワクチン」を希望する人は、かかりつけの産科医に相談の上、「妊婦」取り扱い医療機関に
お問い合わせください。

※  FAX番号は聴覚障がい者専用です。聴覚障がい者以外の人は、ファクスでの予約やお問い合わせはご遠慮く
ださい。

※ 予約可能なところでも、本人の病状などにより、医師の判断で接種できない場合があります。

新型インフルエンザワクチン接種費用免除について

市政のうごき
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第
2
次
・
交
野
市
財
政
健
全

化
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
修
正
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
案
を
も
っ
て
「
第

2
次
・
交
野
市
財
政
健
全
化
計
画
」

と
し
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
〜
11
月
２
日
に

実
施
し
ま
し
た
、
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
１
２
９
人
か
ら
延
べ
２
４
８

件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
多
か
っ
た
意
見
に
対

す
る
市
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
詳
し
い
結
果
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
２
階
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て
い

ま
す
。 交野市財政健全化計画（案）

への意見と市の考え方
～パブリックコメントの結果～

問い合わせ　財政健全化推進室　
（℡  892・0121）

主な意見の概要（5件以上） 市の考え方
■人件費の削減（21件）

▽ 職員の給与・賞与などを大幅カットし、総人件費の削減を
図るべきです。

▽ 職員数が人口比率からすると他市に比較して多いのでは。

▽ 市会議員の削減と議員に対する歳費や活動費の抜本的な削
減を実施すべきです。

▼
▽  内部努力として職員数の適正化とともに、職員給料の５％相

当額の削減などにより、人件費を 19億円削減します。

▽ 職員数は、15年 4月 640 人から 21年 4月 549 人となり、
20 年度実績で全国類似団体 55 団体中７番目に少ない状況
です。今後、組織体制などの分析を行い、職員数の適正化（500
人体制）に取り組みます。

▽市民の代表として、議会自ら判断されると考えています。
■敬老金の廃止（5件）

▽ 高齢になれば日々の生活も大変ですので、年に 1回の敬老
金の方が喜ばれるのでは。

▼
▽  これまでの個人給付事業から、介護予防事業などに力を注ぎ、

高齢者が安心して暮らせる地域づくりを目ざし、高齢者施策
に取り組みます。

■ゆうゆうバス運行の見直し（84件）

▽  ゆうゆうバスの１日の便数を削減するのは、私たち障がい
者がゆうゆうセンターに行くのが不便になり、土曜、日曜、
祝日の運行がなくなりますと、障がい者たちの会合もでき
なくなり、障がい者や高齢者の活動がやりにくくなる一方
です。

▽ 削減ではなく、むしろ増やすべきと考えます。京阪バスと
の兼ね合いもあるという説明を聞いたが、町と町（枚方・
交野など）を結ぶのが京阪バス。「ゆうゆう号」は、市内
を市民が移動する時のもの。

▽ 高齢者や私たち障がい者にとって、社会復帰にかかせない
足となっています。台数を減らしても回数を減らしても存
続の方向で残してください。

▼
▽  ゆうゆうバスは、ゆうゆうセンター開設時（平成４年）に高

齢者や障がい者のみなさんがゆうゆうセンターを利用しやす
いように導入されたものですが、現在は運行経路も広がり利
用目的もあいまいになっています。
　 　一方で、このことが公共交通としての路線バスの経営環境
を圧迫し便数削減などにも影響してきました。加えて本市の
厳しい財政状況を踏まえ、ゆうゆうバスの目的を明確化し（利
用者限定など）運行を廃止せず縮小して継続するものです。
　 　なお、移動手段は公共交通機関が第一義で、市は、あくま
でも支援や補完の役割であると考えています。
　 　今後、障がいのある人、高齢者などによる外出支援バス検
討会議の意見をお聞きしながら、具体的な運行形態などにつ
いて検討します。

■市民検診の見直しと高齢者への自己負担導入（17件）

▽ がん検診はがんの早期発見のために重要です。有料化で受
診率が下がり、早期発見が減少する。

▼
▽  高齢者への自己負担は導入するものの、市民のみなさんが受

けやすい検診体制を今後も進めます。なお、生活保護世帯、
市民税非課税世帯については、無料検診を継続します。

■障がい者の入院時に係る食事補助の廃止（5件）

▽ 入院時の食事補助は、わずかな金額ですが障がい者の方々
は恩恵を受けて喜ばれています。

▼
▽  入院時に係る食事補助については、在宅療養などとの均衡を
図るため廃止するものです。

■準要保護基準の見直し（5件）

▽ 持家でも住宅ローンや固定資産税の支払いがあります、不
況の影響で若い世帯の家計が深刻な今はむしろ制度の拡充
が求められています。

▼
▽  就学援助制度の認定基準は借家を前提としている生活保護基

準に基づいていることから基準額の算定においても準用する
ものです。（22年度に実態調査を実施）

■交通専従員配置の見直し（6件）

▽ ボランティアに期待することは良いと思いますが、行政が
それに頼るような政策にして欲しくないです。

▼
▽  児童・生徒の安全確保は、より総合的見地からの取り組みが

必要と考えられることから関係者との調整のうえ、その仕組
みの構築を行います。（23年度から実施）。

■保育所保育料の見直し（7件）

▽ 少子化が問題になっている昨今、子育て支援と言いながら
保育料の値上げはやめてほしい。

▼
▽  保育料については、交野市幼児問題対策審議会の答申や他市

の状況などから国基準の 70％の保護者負担へ段階的に改定
するものです。

■私立幼稚園など就園補助の見直し（6件）

▽ 子供の性格や延長保育の有無などを考えて幼稚園を選んで
いるのに、他市の幼稚園に行ったら補助金を無くすという
のは不公平です。

▼
▽  市内幼稚園の入園状況などを踏まえ、他市の私立幼稚園への

就園補助を廃止するものです。

■斎場使用料補助の廃止（14件）

▽ 出産時には補助金がでます。死んだ時は、せめて斎場使用
料補助は欲しいものです。

▽  厳しい財政状況のもと、市民サービスの優先度から廃止する
ものです。

■土地開発公社の健全化（6件）

▽ 土地開発公社には準備金があり、これを切り崩す事により、
財政健全化の方向に進むのではないか。

▼
▽  準備金は、土地開発公社が資金を金融機関から借り入れする

中、当該年度の金利相当額程度の留保は必要であると考えて
います。

市政のうごき
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子育て応援特別手当
（平成21年度版）
は停止になりました

問い合わせ　子育て応援特別手当事業推進室
（℡  892・0121）

　
「
広
報
か
た
の
」
10
月
１
日
号

で
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平

成
21
年
度
版
）
を
冬
の
実
施
に
向

け
て
準
備
中
と
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
左

記
の
と
お
り
執
行
停
止
に
つ
い
て

の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
（
平
成
21
年
度
版
）
の
支
給

を
停
止
い
た
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
の
み
な
さ
ん
に

は
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

支給対象者のみなさまへ
平成２１年１０月１５日
厚生労働大臣　長妻　昭

お詫び
子育て応援特別手当（平成 21年度版）の執行停止について

　皆様に、お詫びを申し上げなければならないことがござい
ます。
　子育て応援特別手当（平成 21 年度版）に関しまして、その
趣旨を活かしつつ、より充実した新しい「子ども手当」の創
設など、子育て支援策を強力に推進するため、執行を停止さ
せていただくこととしました。
　この子育て応援特別手当（平成 21 年度版）では、本年度に
おいて小学校就学前３年間に属するお子様一人あたり、3万 6
千円を支給することとなっていました。
　支給対象者の皆様をはじめ、多くの方々に大変なご迷惑を
おかけいたしましたことを心よりお詫び申し上げます。
　私どもといたしましては、安心して子どもを育てられる社
会の構築に向けて、より一層の努力を続けてまいる所存でご
ざいます。
　今後ともご指導を賜りますよう何卒、宜しくお願い申し上
げます。

⑴任免の状況
①職員採用の状況（21年4月1日）

区　分 採用人数
事務職 9人
技術職 7人
消防職 4人
指導主事 3人
合　計 23人

⑵部門別職員数の状況　　　　　　　　　　　　（人）

部門 区分
職員数 対前年

増減数20年 21年

一般行政

議会 6 6 0
総務 81 81 0
税務 25 24 -1
民生 95 92 -3
衛生 78 76 -2
労働 0 0 0

農林水産 5 5 0
商工 4 4 0
土木 29 31 2
小計 323 319 -4

特別行政
教育 93 93 0
消防 69 70 1
小計 162 163 1

公営企業など

水道 31 30 -1
下水道 8 7 -1
その他 29 29 0
小計 68 66 -2

合計［条例の定数］ 553［728］548［728］ -5
教育長除く計 552 547 -5

※ 定員管理調査による一般職に属する職員数であり、臨時ま
たは非常勤職員を除きます。

　

市
の
人
事
行
政
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平
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透
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を
よ
り
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た
め
、現
在
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運
営
状
況
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お
知
ら
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し
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
は
概
要
版
で
す
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano. 

osaka.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1．職員の任免および職員数の状況

②退職の状況（20年度）
区　分 定年 勧奨 死亡 自己都合
事務職 12人 4人 － 3人
技術職 － 3人 － －
消防職 1人 1人 － －

技能労務職 2人 － － －
指導主事 － － － 2人
合　計 15人 8人 0人 5人

人事行政の運営
などの状況（概要版）

問い合わせ　人事課
（℡  892・0121）
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⑷職員手当の状況
①期末・勤勉手当の状況（20年度）

区　分
支給割合 職制上の段階や職務の

級などによる加算措置期末手当 勤勉手当

6月期
1.40月分 0.75月分 理事・部長級：20％

次長・課長級：15％
課長代理級：10％
係長級：5％

（0.75 月分） （0.35 月分）

12月期
1.60月分 0.75月分

（0.85 月分） （0.40 月分）
※（　）内は、再任用職員に係るものです。
※国と同様の支給割合です。

②退職手当の状況（20年度）

区　分
支給割合

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
同25年 33.50月分 41.34月分
同35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
加算措置 定年前勧奨退職者2％～20％

20年度平均支給額 168万円 2,748万円
※ 平均支給額は、20年度に退職した全職種に係る職員に支給さ
れた平均額です。

③その他の職員手当（21年4月1日現在）
区　分 支給内容

扶養手当
配偶者＝13,000円、配偶者以外1人に
つき＝6,500円、配偶者のいない場合
の1人目の子など＝11,000円、16歳
～22歳の扶養親族（子）は5,000円加算

住居手当
（※）

借家（最高支給限度額）＝27,000円、
持ち家で世帯主＝7,000円、その他＝
4,000円、自ら居住する住宅購入などの
ため借入金を償還している場合に購入
から5年間は2,500円加算

通勤手当

交通機関利用者＝6か月定期代で一括
支給（1か月あたり55,000円上限）、交
通用具など利用者＝距離により2,000
円～24,500円
（2㌔未満を除く）

管理職
手当

理事＝63,000円、部長＝53,000円、参
事＝51,000円、次長＝47,000円、課長
＝44,000円、主幹＝42,000円、課長代
理＝38,000円

地域手当 「給料＋扶養手当＋管理職手当」の4％

特殊勤務
手当

市（9種類）、水道局（3種類）「主な手当の
内容」ごみ収集作業手当＝500円/日、
し尿など処理作業手当＝350円/日、消
防職員業務手当＝水火災200円/件・救
急100円/件、有害危険物取扱業務従事
手当＝100円/日

時間外
勤務手当

正規の勤務時間以外に勤務を命じ
られた場合、1時間当たり給与額に
125/100～160/100を乗じた額

休日勤務
手当

休日に勤務を命じられた場合、1時間
当たり給与額に135/100～160/100
を乗じた額

夜間勤務
手当

正規の勤務時間として、午後10時～午
前5時に勤務をした場合、1時間当た
り給与額に25/100を乗じた額

※ 22年1月1日からは、次の区分で額が変更されます。
　 持ち家で世帯主＝5,000円、その他＝なし

⑸特別職の報酬などの状況（21年4月1日現在）

区　分
20年度支給割合

給料・報酬月額 期末手当
市　長 792,000円 4.45月分
副市長 726,250円 4.45月分
議　長 655,500円 4.45月分
副議長 603,250円 4.45月分
議　員 570,000円 4.45月分
区　分 退職手当 支給時期

市　長 給料月額×50/100
×在職月数

任期ごと
副市長 給料月額×30/100

×在職月数
※ 15年7月1日の給料から、市長20％、副市長17％を、同じく報
酬から、議長・副議長・議員それぞれ5％減額した後の額です。

⑴人件費の状況（普通〈一般〉会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（21年 3月 31 日現在） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率

（B/A）
19年度の
人件費率 実質収支

20年度 78,470人 196億1,329万円 50億3,473万円 25.7％ 24.2％ 1億2,280万円
※人件費には、市長・副市長・議員および各種行政委員らの非常勤特別職の給料、報酬を含みます。

⑵職員給与費の状況（普通〈一般〉会計予算）

区　分 職員数（A）
給与費 1人当たり

給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
21年度 505人 19億4,173万円 3億8,924万円 8億3,740万円 31億6,836万円 627万円
※職員数および給与費は、21年度の当初予算額です。
※職員手当には、退職手当は含みません。

2．給与の状況

⑶ 職員（一般行政職）の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（21年4月1日現在）
区　分 初任給 経験年数10年 同15年 同20年
大学卒 185,800円 262,400円 303,000円 340,800円
高校卒 155,700円 231,300円 270,100円 311,300円
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6.研修および勤務成績の評定

⑴研修の状況（20年度）
①人事課主催研修
新入職員
研修 OA研修 人権研修 交通安全

研修 環境研修 その他
特別研修

15人 19人 56人 37人 128人 181人

②派遣研修

大阪府 マッセ大阪 全国市町村
国際文化研究所

河北研修
協議会

その他
派遣研修

0人 111人 14人 12人 96人

③各機関などにおける研修
教育委員会 消防本部 市議会 農業委員会 選挙管理委員会 監査委員 水道局
237人 3人 6人 5人 20人 8人 36人

⑵自己啓発に関する経費助成（20年度）
　① 通信教育講座・連続講座修了＝ 9件（法律・契

約講座、語学、手話、パソコン）
　② 資格取得＝ 6件（小型移動式クレーン、介護支援

専門員、ガス溶接、簿記 2級）
⑶勤務成績の評定の状況（20年度）
　職員の資質向上を目的に、所属長が職員への指導な
どを行う中で、職員に対する評価を行い、人事配置や
職員の処遇に反映しています。

7.福祉および利益の保護の状況

⑴健康診断の状況（20年度）
　 定期健康診断、有機溶剤従事者健診、VDT作業健診、頸肩腕
痛・腰痛検査など
⑵福利厚生の状況（20年度）
　地方公務員法で義務付けられている職員の福利厚生について
は、市職員厚生会と府市町村職員互助会（府内42市町村などで構成）で実施しています。
　府市町村職員互助会では、事業主負担率の引き下げ、廃止を含めた事業の見直しを行い、20年度末をもって解散しまし
た。
　市職員厚生会では、府市町村職員互助会の解散にともなう職員の福利厚生事業について見直しを行いました。
① 市職員厚生会の事業（健康管理・増進事業、宿泊利用補助事業、レクリエーション事業など）
② 府市町村職員互助会の事業（福利厚生事業、貸付事業、給付事業など）

⑶公務災害補償の状況（20年度）
公務災害申請件数 通勤災害申請件数

10件 3件

8.公平委員会の報告事項

⑴勤務条件に関する措置要求の状況（20年度）＝該当なし
※ 職員は、地方公務員法により、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、市の当局により適当な措
置がとられるべきことを要求することができます。
⑵不利益処分に関する不服申立ての状況（20年度）＝該当なし
※ 職員は、地方公務員法により、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申し立てをすること
ができます。

4.分限および懲戒処分の状況（20年度）

分限処分 懲戒処分
病気休職21件
起訴休職 1件 －

5.服務の状況（20年度）

職務専念義務の免除 営利企業などの従事許可
257件 2件

※ 職務専念義務が免除されるのは、研修や福利厚生事業に参加する
場合などです。
※ 営利企業などの従事許可とは、営利企業その他の団体の役員などの
地位を兼ねる場合などに、任命権者の許可が必要となるものです。

3．勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴勤務時間の状況（21年4月1日現在）
1週間の勤務時間 1日の勤務時間 始業 終業
38時間45分 7時間45分 午前9時 午後5時30分

※休息は正午～午後0時15分、休憩は午後0時15分～1時
※施設など特別な勤務形態をとる職場については、始業・終業時刻が異なる場合があります。

⑵年次有給休暇の状況（20年度）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 取得率
20,326日 6,015日 529人 11.4日 29.6％

※年度途中の退職者や派遣職員などを除きます。
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市立・私立保育所
（園）の入所申し込み

問い合わせ　こども室（℡  892・0121）

名　
　

称

実
施
場
所

住　
　

所

○
私
市
児
童
会

私
市
小
学
校

私
市
９

－

５

－

10

　

藤
が
尾
児
童
会

藤
が
尾
小
学
校

星
田
北
２

－

45

－

１

　

旭
児
童
会

旭
小
学
校

星
田
４

－

18

－

１

　

長
宝
寺
児
童
会

長
宝
寺
小
学
校

郡
津
１

－

43

－

１

○
妙
見
坂
児
童
会

妙
見
坂
小
学
校

妙
見
坂
７

－

20

－

１

　

倉
治
児
童
会

倉
治
小
学
校

倉
治
１

－

15

－

１

　

岩
船
児
童
会

岩
船
小
学
校

森
北
１

－

25

－

１

　

郡
津
児
童
会
分
室

出
屋
敷
ふ
れ
あ
い
館

私
部
４

－

11

－

８

○
郡
津
児
童
会

郡
津
小
学
校

郡
津
４

－

13

－

１

○
星
田
児
童
会

星
田
ふ
れ
あ
い
館

星
田
１

－

49

－

11

　

交
野
児
童
会
分
室

交
野
小
学
校

私
部
１

－

54

－

１

○
交
野
児
童
会

交
野
小
学
校

私
部
１

－

54

－

１

放課後児童会一覧

放課後児童会の
22年度入会申請

問い合わせ　青少年育成課（℡  892・0121）

申請用紙の配布時間〈12月3日（木）から配布〉
青少年育成課
（青年の家）

9:00 ～ 21:00
（日・月曜日は 17:00 まで）

各児童会
13:00 ～ 18:15（右表○印の児童会
のみ、土曜日 8:30 ～ 18:15 も配布、
祝日・日曜日・第 4土曜日は休会）

※ 12月29日（火）～22年1月3日（日）は休館日のため、青
少年育成課・児童会とも配布しません。

　

市
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
放
課
後
の
時
間
に
保
護
者

の
保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童
に

対
し
、
安
全
の
確
保
と
健
全
な
育

成
を
助
け
る
た
め
に
、
放
課
後
児

童
会
を
開
会
し
ま
す
。

※
入
会
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
新
小
学
１

〜
４
年
生
で
、保
護
者
の
労
働
・

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
放

課
後
の
時
間
に
適
切
な
保
護
を

受
け
ら
れ
な
い
児
童

費　

用

▽ 

月
会
費　

５
０
０
０
円
（
同
一

世
帯
で
２
人
目
以
降
の
児
童
は

２
５
０
０
円
）

※
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

育
成
活
動
費　

月
額
３
０
１
０

円（
お
や
つ
代
な
ど
）

申 

請
用
紙
の
配
布　

下
表
の
と
お

り
申 

し
込
み　

22
年
1
月
12
日（
火
）

〜
22
日
（
金
）
に
青
少
年
育
成

課
※ 
受
け
付
け
時
間
は
配
布
時
間
と

同
じ
で
す
。

　

２
月
以
降
、
退
所（
園
）や
内
定

者
の
辞
退
な
ど
に
よ
り
欠
員
が
生

じ
た
場
合
は
、
次
の
人
に
対
し
て

ま
と
め
て
２
次
選
考
を
行
い
、
新

た
な
内
定
者
を
決
め
通
知
し
ま

す
。

①
入
所
保
留
の
人

② 

１
月
以
降
に
新
規
申
し
込
み
を

し
た
人

③ 

入
所
内
定
後
に
入
所
希
望
先
を

変
更
し
た
人

対 　

象　

乳
幼
児
の
保
護
者
の
い

ず
れ
も
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、保
育
で
き
な
い
人

① 

昼
間
に
、
家
の
外
で
労
働
し
て

い
る

② 

昼
間
に
、
家
の
中
で
乳
幼
児
と

離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕

事
を
し
て
い
る

③ 

保
育
を
す
る
人
が
妊
娠
中
、
ま

た
は
出
産
後
間
も
な
い

④ 

病
気
・
け
が
・
障
が
い
が
あ
る

⑤ 

長
期
に
わ
た
る
病
気
や
障
が
い

の
あ
る
同
居
人
の
看
護
・
介
護

を
し
て
い
る

⑥ 

地
震
・
火
災
・
風
水
害
な
ど
、

災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

※ 

保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
で

き
る
人
が
い
る
場
合
は
除
き
ま

す
。

申 

込
用
紙
の
配
布
・
申
し
込
み　

こ
ど
も
室
か
、各
保
育
所（
園
）

　

市
内
に
あ
る
10
か
所
の
市
立
・

私
立
保
育
所
（
園
）
へ
の
22
年
４

月
以
降
の
入
所
は
、
12
月
28
日

（
月
）
ま
で
の
申
し
込
み
に
対
し

て
選
考
を
行
い
、
２
月
中
旬
ま
で

に「
入
所
内
定
」ま
た
は「
入
所
保

留
」の
通
知
を
し
ま
す
。

　

入
所
内
定
後
は
、
勤
務
先
な
ど

の
証
明
書
で
要
件
を
再
確
認
し
、

入
所
を
決
定
し
ま
す
。

市政のうごき
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市政のうごき

損益計算書（20年4月1日～21年3月31日、消費税抜き、単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
水道事業費用 1,304,709,984 水道事業収益 1,447,328,937
　営業費用 1,184,226,387 　営業収益 1,391,754,004
　　原水及び浄水費 525,884,037 　　給水収益 1,348,007,612
　　配水及び給水費 206,948,286 　　その他営業収益 43,746,392
　　総係費 182,703,592 　営業外収益 55,574,933
　　減価償却費 268,049,508 　　受取利息 2,332,471
　　資産減耗費 640,964 　　分担金 52,560,000
　営業外費用 118,945,032 　　雑収益 682,462
　　支払い利息及び
　　企業債取扱諸費 117,326,441

　
　　雑支出 1,618,591
　特別損失 1,538,565
　　過年度損益修正損 1,538,565
当年度純利益 142,618,953

計 1,447,328,937 計 1,447,328,937
貸借対照表（21年3月31日、消費税抜き、単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
（資産の部） （負債の部）
固定資産 8,089,913,283 固定負債 676,318,550
　有形固定資産 8,069,594,883 　引当金 676,318,550
　無形固定資産 318,400 流動負債 239,484,297
　投資 20,000,000 　未払金 130,499,100
流動資産 3,035,574,768 　前受金 20,299,000
　現金預金 2,896,419,936 　その他流動負債 88,686,197
　未収金 129,836,334（資本の部）
　貯蔵品 9,318,498 資本金 5,290,608,799

　自己資本金 307,349,667
　借入資本金 4,983,259,132
剰余金 4,919,076,405
　資本剰余金 3,381,143,802
　利益剰余金 1,537,932,603

計 11,125,488,051 計 11,125,488,051

1立方㍍当たりの費用構成比
科　目 構成比 1㎥あたり費用

職員給与費 21.89% 34円88銭
支払利息 9.00% 14円34銭
減価償却費 20.57% 32円77銭
動力費 5.72% 9円12銭
修繕費 4.44% 7円  7銭
材料費 0.04% 7銭
薬品費 1.14% 1円81銭
受水費 24.71% 39円36銭
その他 12.49% 19円89銭

計 100.0% 159円31銭

20 年度
水道事業の決算

問い合わせ　水道局（℡  891・0016）

　

20
年
度
の
水
道
事
業
に
つ
い

て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ （　

）内
は
、
19
年
度
と
の
比
較

で
す
。

■
業
務
実
績

給 

水
人
口　

７
万
９
１
５
６
人

（
２
２
５
人
増
）

年
間
総
配
水
量

　

 

８
４
２
万
６
４
９
２
立
方

㍍
（
17
万
９
１
０
５
立
方
㍍

減
、２
・
08
％
減
）

有 
収
率 

97
・
１
％
（
０
・
９
ポ

イ
ン
ト
増
）

■
経
営
状
況

有 

収
水
量　

８
１
８
万
２
１
１
立

方
㍍
（
９
万
９
２
７
４
立
方
㍍

減
、１
・
20
％
減
）

給 

水
収
益　

13
億
４
８
０
０
万 

８
千
円
（
１
４
８
４
万
７
千
円

減
、１
・
09
％
減
）

総 

収
益　

14
億
４
７
３
２
万
９
千

円
（
１
７
０
６
万
１
千
円

減
、１
・
17
％
減
）

事 

業
費
用　

13
億
４
７
１
万
円

（
２
１
９
７
万
１
千
円
減
、
１
・

66
％
減
）

純 

利
益　

１
億
４
２
６
１
万
９
千

円
（
４
９
１
万
円
増
、
３
・

57
％
増
）

■
主
な
実
施
事
業

建 

設
工
事　

導
・
送
水
管
布
設
工

事
（
第
２
工
区
）、
第
二
京
阪
道

路
新
設
工
事
に
伴
う
配
水
管
布

設
工
事
（
第
１
工
区
、
第
５
工

区
）、
私
部
西
４
丁
目
地
内
配

水
管
布
設
工
事
（
第
４
工
区
、

第
５
工
区
）

改 

良
工
事　

ろ
過
池
排
水
ゲ
ー
ト

改
修
工
事
、
松
塚
地
区
配
水
管

布
設
替
工
事
（
第
一
工
区
）、
取

水
４
号
井
及
び
５
号
井
改
修
工

事
な
ど

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています

第二京阪道路の状況（10 月の動き）

▽各地区と協議会を実施
　22日：柴野第三住宅自治会

▽各地区役員と話し合いを実施

　最新の状況は、ホームページ（http://
www.city.katano.osaka.jp/）に掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡   892・
0121）

18日：青山区で現場見学会を実施
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　財政健全化推進室、市長公室、
　企画財政室、総務課、人事課、
　税務室、市民総合窓口担当、
　市民課、国民健康保険課、
　こども室、商工観光課、
　議会事務局、土地開発公社
　会計室、行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　市長公室、環境保全課、
　都市計画課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

間違い電話が増えています。おかけ間違いのないようご注意ください。

野
鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
教
室

と 　

き　

12
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

内 　

容　

木
彫
り
で
か
わ
い
い
野

鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
を
つ
く
る

※ 

幼
児
・
小
学
生
が
参
加
す
る
場

合
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
絵
の
具
、

細
い
筆
、水
入
れ

指　

導　

ブ
ロ
ー
チ
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日
（
木
）
か
ら
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

文　
化

成
人
式

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

　
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
自
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る

青
年
を
祝
い
励
ま
す
」
日
と
し
て

市
で
は
、
21
世
紀
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
12
月
中
旬
に
案
内

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
当

日
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。転
入

な
ど
で
案
内
は
が
き
の
な
い
人

は
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と 　

き　

22
年
１
月
11
日
（
祝
）

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
平
成
元

年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

内 　

容

▽
式
典

▽ 

同
窓
会
的
な
歓
談
場
所
の
設
置

（
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
ブ

ー
ス
を
用
意
し
ま
す
）

※
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

当
日
、
式
典
に
参
加
で
き
な
い

人
に
は
、
青
年
の
家
で
記
念
品

を
渡
し
ま
す
の
で
、
案
内
は
が

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

記 

念
品
の
お
渡
し
期
間　

22
年
１

月
14
日
（
木
）
〜
30
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
（
日
・
月

曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

アウトドア
　 野鳥のブローチ教室
文　化
 　成人式「二十歳のつどい」
　 しめなわづくり
スポーツ
 　わくプークリスマス
　 総合体育大会マラソン競技
人　権
 　人権・平和の祈り
　 拉致問題を考える国民大集会

  青少年コーナー

21年の成人式



(15)21.12.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

し
め
な
わ
づ
く
り

　

お
正
月
に
、
家
族
で
一
緒
に
つ

く
っ
た
し
め
な
わ
を
玄
関
に
飾
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
19
日（
土
）

▽ 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

ロ
ビ
ー

定　

員　

各
部
先
着
30
人

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

は
さ
み
・
持
ち
帰
り
用

の
袋

講　

師　

交
野
市
古
文
化
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

７
日
（
月
）
か
ら
電
話
で
高
齢

介
護
課

ス
ポ
ー
ツ

　10 月 18 日、いきいきランド交野において
「京阪ブロック障がい者スポーツ・レクリエー
ション大会」が開かれ、青少年指導員もスタッ
フの一員として参加しました。
　私たちは、年間を通じてスポーツ大会や文化
祭などさまざまな行事に参加し、協力していま
す。市内の PTA、子ども会が主催する行事や、
他市の青少年指導員会合同で行なう行事など、
毎月何らかの行事に奔走しています。
　地域の中では各ブロックの各人がさまざま
な行事にかかわり、特に年末の防犯警備には、
多くの指導員が参加します。数多くの場所に出
向き、知らない人々と話すこと、また、市内に
限らず、多くの場所で私たちの姿を見ていただ
くことが大切なことだと思います。
　青少年指導員がもっと身近な存在になるよ
う、これからもがんばりたいと思います。
交野市青少年指導員会広報部
問い合わせ　青少年育成課

　10 月 18 日、いきいきランド交野において

青少年コーナー
青少年指導員会の活動

わ
く
プ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
わ
く
わ

く
プ
ー
ル
で
は
、
12
月
23
日
〜
25

日
の
３
日
間
を
「
わ
く
プ
ー
ク
リ

ス
マ
ス
」
と
称
し
て
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
内
容

▽ 

12
月
23
日
（
祝
）
＝
お
子
様
無

料
開
放
日

▽ 

12
月
24
日
（
木
）
＝
ご
利
用
時

間
無
制
限
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
利

用
含
む
）

▽ 

12
月
25
日
（
金
）
＝
１
回
無
料

券
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
利
用
含
む
）

※ 

期
間
中
に
利
用
し
た
子
ど
も
全

員
に
、
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野

北
河
内
地
区
総
合
体
育

大
会
マ
ラ
ソ
ン
競
技

と 　

き　

22
年
１
月
24
日
（
日
）

〈
小
雨
決
行
〉

集 　

合　

淀
川
新
橋
下

対 　

象　

９
月
１
日
か
ら
引
き
続

き
北
河
内
地
区
に
居
住
し
、
健

康
な
人
（
大
学
生
、
全
日
制
高

校
生
は
除
く
）

コ
ー
ス
・
ス
タ
ー
ト
時
間

① 

フ
ァ
ミ
リ
ー
（
２
人
以
上
）
２

㌔
の
部
＝
午
後
１
時
20
分

② 

一
般
男
子
（
15
歳
以
上
）
10
㌔

の
部
＝
午
後
１
時
40
分

③ 

一
般
女
子
（
15
歳
以
上
）
10
㌔

の
部
＝
午
後
１
時
40
分

④ 

一
般
男
子
（
15
歳
以
上
）
５
㌔

の
部
＝
午
後
１
時
40
分

⑤ 

一
般
女
子
（
15
歳
以
上
）
５
㌔

の
部
＝
午
後
１
時
40
分

⑥ 

壮
年
（
40
歳
以
上
）
３
㌔
の
部

＝
午
後
２
時
10
分

⑦ 

熟
年
（
50
歳
以
上
）
３
㌔
の
部

＝
午
後
２
時
10
分

※ 

ス
タ
ー
ト
30
分
前
ま
で
に
受
付

を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

１
人
１
種
目
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
は
重
複
可
）。
年
齢
は
22
年

１
月
１
日
現
在
の
も
の
で
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

22
年

１
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
社
会

教
育
課

人　
権

響
け
！
歌
え
！
語
れ
！

人
権
・
平
和
の
祈
り

と 　

き　

12
月
５
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
（
午
後
1
時

開
場
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

交
流
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　
「
大
笑
い
ゼ
ー
シ
ョ
ン

で
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

〜
出
会
っ
て
歌
っ
て
笑
わ
せ
て

〜
」

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

出
演
者　

落
語
家　

桂
福
点
さ
ん

入
場
料　

無
料（
先
着
４
０
０
人
）

主 　

催　

市
人
権
協
会

共 　

催　

市
、
市
教
育
委
員
会
、、

交
野
事
業
所
人
権
推
進
連
絡

会
、
市
人
権
擁
護
委
員
会
、
市

身
体
障
が
い
者
福
祉
会

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

拉
致
問
題
を
考
え
る

国
民
大
集
会
in
大
阪

　

一
日
も
早
い
拉
致
被
害
者
の
帰

国
を
目
ざ
し
て
、国
、府
、府
内
市

町
村
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

22
年
1
月
13
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
３
時
10
分

と 

こ
ろ　

大
阪
市
中
央
公
会
堂

（
大
阪
市
北
区
中
之
島
１

－

１

－

27
）

内 　

容　

拉
致
問
題
啓
発
ア
ニ
メ

「
め
ぐ
み
」
の
上
映
、
家
族
会
報

告
、
拉
致
被
害
者
家
族
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
北
朝
鮮
に
拉
致

さ
れ
た
日
本
人
を
救
出
す
る
た

め
の
全
国
協
議
会
報
告
な
ど

定　

員　

８
０
０
人

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

府
民
問
い
合
わ
せ

セ
ン
タ
ー（
℡  
＃
８
０
０
１
か
、

℡  
06
・
６
９
１
０
・
８
０
０
１
）
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福　
祉

福　祉
　 児童扶養手当
　 障害者週間
　 点字カレンダーを無料で進呈
　 大阪ろうあ者成人式
 　介護・若年性認知症の相談電話
　 介護予防講演会
　 認知症サポーター講座
　 歳末たすけあい運動
　税
　 税を考える週間の優秀作品
　 市・府民税の納期月
　 税収確保重点月間

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
児
童
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
の

児
童
）
で
、
死
亡
・
離
婚
・
行
方

不
明
な
ど
で
父
親
が
い
な
い
児
童

を
監
護
し
て
い
る
母
か
、
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

が
受
給
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ

た
と
き（
再
婚
、
父
親
の
帰
還
、
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
な
ど
）

は
、
す
ぐ
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。届
け
を
出
さ
な
い
ま
ま
手

当
を
受
け
て
い
る
と
、
資
格
が
な

く
な
っ
た
日
か
ら
手
当
を
全
額
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 
12
月
の
支
払
日
は
12
月
11
日

（
金
）
で
す
。８
〜
11
月
分
ま
で

の
手
当
を
支
払
い
ま
す
。

※ 

現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

障
害
者
週
間

　

12
月
３
日
（
木
）
〜
９
日
（
水
）

は「
障
害
者
週
間
」で
す
。

　

障
が
い
は
、
事
故
や
病
気
な
ど

に
よ
っ
て
誰
に
で
も
生
じ
得
る
も

の
で
す
。障
が
い
は
多
種
多
様
で
、

外
見
で
は
分
か
ら
な
い
障
が
い
も

あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
に
よ
る
不
自
由
さ
は
あ

っ
て
も
、
周
囲
の
理
解
や
配
慮
に

よ
り
で
き
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。障
が
い
の
あ
る
人
の
意

見
を
聞
き
、
日
常
生
活
や
事
業
活

動
の
中
で
で
き
る
配
慮
や
工
夫
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

障
が
い
に
対
す
る
思
い
込
み
を

な
く
し
正
し
く
理
解
し
、
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
お

互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
つ

つ
支
え
あ
う
「
共
生
社
会
」
の
実

現
は
、
そ
う
し
た
第
一
歩
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

と 　

き　

22
年
１
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

－

４

－

13
）

参
加
費　

無
料

介
護
・
若
年
性
認
知
症

の
通
話
料
無
料
相
談

　

厚
生
労
働
省
の
施
策
に
よ
り
、

２
つ
の
相
談
電
話
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。相
談
は
匿
名
で
も
よ
く
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

介
護
支
え
合
い
相
談
（
東
京
の

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
）

電 

話
番
号　

０
１
２
０
・
０
７
０

６
０
８
（
平
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
）

フ 

ァ
ク
ス
番
号　

０
１
２
０
・
５

０
２
５
８
８（
24
時
間
受
付
）

■ 

若
年
性
認
知
症
の
電
話
無
料
相
談

（
愛
知
の
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
）

電 

話
番
号　

０
８
０
０
・
１
０
０
・

２
７
０
７
（
月
〜
土
曜
日
〈
祝

日
を
除
く
〉
の
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
）

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

主 　

催　

㈳
大
阪
聴
力
障
害
者
協

会
・
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

①
住

所
②
氏
名
③
生
年
月
日
④
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
電
話
か
、
フ
ァ
ク

ス
で
大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事

務
局
（
℡
06
・
６
７
６
１
・
１

３
９
４　

℻
06
・
６
７
６
８
・

３
８
３
３
）

［広告］

点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
を

無
料
で
進
呈

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
点
訳

「
虹
の
会
」
が
、
点
字
カ
レ
ン
ダ
ー

（
22
年
版
）
を
作
り
ま
し
た
。希
望

者
に
無
料
で
進
呈
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
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介
護
予
防
講
演
会

と 　

き　

12
月
17
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　
「
認
知
症
の
介
護
、
一

人
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
〜
家
族
や
地
域
・
み
ん
な

で
介
護
を
支
え
よ
う
〜
」

定　

員　

先
着
２
０
０
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
大
阪
支
部
副
代
表　

浜
名

猛
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

介
護
課

認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
地

域
で
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

12
月
22
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー　

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内 　

容　

認
知
症
の
疾
患
の
理

解
・
対
応
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て

定　

員　

１
５
０
人

受 

講
料　

１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

※ 

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
を

支
援
す
る
目
印
と
な
る
「
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
」を
渡
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　

12
月
１
日
か
ら
、
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
（
募
金
）
が
実
施
さ
れ

ま
す
。赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
同

様
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
自

治
会
な
ど
を
通
じ
て
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域
福

祉
活
動
な
ど
へ
の
支
援
に
使
わ
れ

ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

税
収
確
保
重
点
月
間

　

12
月
は「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

で
す
。税
収
入
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
市
税
務
室
で
は

　

文
書
や
電
話
、
訪
問
に
よ
る
納

税
催
告
を
集
中
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
と
お
り
臨
時
開
庁

を
行
い
ま
す
の
で
、
納
付
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

12
月
11
日
（
金
）
〜
15

日
（
火
）
午
後
５
時
30
分
〜
８

時
〈
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
〉

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

■
府
で
は

　

滞
納
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
催

告
や
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を

実
施
し
、
納
期
内
に
納
税
さ
れ
た

人
と
の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま

す
。

問 
い
合
わ
せ　

北
河
内
府
税
事
務

所（
℡  
８
４
４
・
１
３
３
１
）

市
・
府
民
税
の
納
期
月

　

12
月
は
、
市
・
府
民
税
第
４

期
分
の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
の
12
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

税
を
考
え
る
週
間
の

優
秀
作
品
発
表

　

11
月
の
税
を
考
え
る
週
間
に
募

集
し
た
、
小
学
生
の
「
税
に
関
す

る
習
字
」
と
中
学
生
の
「
税
に
つ

　
税

い
て
の
作
文
」
の
優
秀
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。敬
称
略
。

■
税
に
関
す
る
習
字（
小
学
生
）

【
金
賞
】今
井
陽
光（
交
小
１
年
）、

水
野
穂
香
（
交
小
４
年
）、
登
爽
貴

（
郡
小
１
年
）、
桜
井
祐
樹
（
長
小

6
年
）、
三
輪
勇
貴
（
岩
小
４
年
）、

田
村
梨
紗（
妙
小
６
年
）

■
税
に
つ
い
て
の
作
文（
中
学
生
）

【
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

優
秀
賞
】
鈴
木
彩
乃
（
二
中
3
年
）

【
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

長
賞
】芝
野
彩
佳（
三
中
3
年
）【
交

野
市
長
賞
】
羽
尾
和
紗
（
四
中
3

年
）【
近
畿
税
理
士
会
枚
方
支
部

長
賞
】
市
来
広
美
（
関
西
創
価
中

３
年
）【
枚
方
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
賞
】
八
木
幸
代
（
関
西
創

価
中
３
年
）

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
税
務
署
（
℡  

８
４
４
・
９
５
２
１
）

［広告］［広告］

※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。
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保
険
・
年
金

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

「
日
本
年
金
機
構
」が

ス
タ
ー
ト
！

　

22
年
１
月
１
日
か
ら
、
国
民
の

み
な
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
、
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
ざ
し
、
社

会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新

し
、「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
保
険
事
務
所
は
、

新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称

が
変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
あ
る
社

会
保
険
事
務
所
の
建
物
を
そ
の
ま

ま
使
用
し
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓

口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社

会
保
険
事
務
所
の
名
義
で
案
内
さ

れ
て
い
た
各
種
の
関
係
書
類
は
、

内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働

省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義

で
案
内
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
に
何
ら
か
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を

引
き
継
い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
公
的
年
金
制
度
は
、
国
の

制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運
営

に
国
が
引
き
続
き
責
任
を
持
つ
こ

と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。

問 
い
合
わ
せ　

枚
方
社
会
保
険
事

務
所（
℡
８
４
６
・
５
０
１
１
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

■ 

納
付
済
額
確
認
書
を
送
り
ま
す

　

21
年
分
の
確
定
申
告
の
と
き

に
、
社
会
保
険
料
控
除
の
際
に
参

考
と
す
る
「
国
民
健
康
保
険
料
年

間
納
付
済
額
確
認
書
」
を
22
年
１

月
中
旬
に
送
り
ま
す
。

■ 

納
付
が
困
難
な
と
き
は
納
付
相

談
を

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
は
、納
付
期
限
の
延
期
な
ど

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
納
付
は
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。口
座
振
替

依
頼
書
は
、国
民
健
康
保
険
課
か
、

星
田
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

　

国
保
か
ら
社
会
保
険
（
職
場
の

保
険
）
へ
加
入
し
た
人
が
、
国
保

の
脱
退
手
続
き
を
し
な
い
と
、
保

険
料
の
請
求
が
行
き
続
け
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
国
保
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

　

国
保
加
入
世
帯
に
、
22
年
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

配 

布
場
所　

市
役
所
本
館
、
星
田

出
張
所
、ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

老
人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
22
年
１
月
１
日
か
ら
老
人
医

療
制
度
（
医
療
費
の
窓
口
負
担
の

一
部
助
成
）
の
受
給
資
格
を
取
得

で
き
ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付

申
請
（
代
理
申
請
可
）
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽ 

22
年
１
月
末
現
在
に
満
65
歳
以

上
の
人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

⑤ 

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級

に
該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

21
日
（
月
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

保険・年金
　 国民健康保険からのお知らせ
　 老人医療証の交付申請
　 「日本年金機構」がスタート
くらし
　 犬のしつけ方教室
　 サラ金・クレジット無料相談
　 事業資金の融資あっせん
　 検察審査員にご協力を

［広告］［広告］
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く
ら
し

犬
の
し
つ
け
方
教
室

と 　

き　

22
年
１
月
24
（
日
）
午

後
１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

四
條
畷
保
健
所
２
階　

講
堂

テ 

ー
マ　
「
わ
ん
わ
ん
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
０
９
」

対　

象

▽
犬
の
し
つ
け
に
興
味
が
あ
る
人

▽
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
予
定
の
人

▽ 

し
つ
け
方
・
飼
い
方
で
困
っ
て

い
る
人

定　

員　

先
着
50
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

１
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）
に
、

四
條
畷
保
健
所
衛
生
課(

℡  
８

７
８
・
１
０
２
１)

サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

無
料
相
談 

　

借
金
に
関
す
る
悩
み
に
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と 　

き　

12
月
８
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
４
時（
予
約
制
）

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
２
階　

相

談
室

内 　

容　

サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
借
金
問
題

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ

ー
（
℡  
＃
８
０
０
１
か
、
℡  

06
・
６
９
１
０
・
８
０
０
１
）

事
業
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

　

市
で
は
、
市
内
事
業
者
の
経
営

を
支
援
す
る
た
め
、
大
阪
府
中
小

企
業
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付

し
た
交
野
市
中
小
企
業
事
業
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん
や
保
証
料
補
助

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
府
中
小
企
業
向
け

融
資
制
度
の
相
談
や
一
部
受
付
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

大
阪
府
市
町
村
連
携
型
交
野
市

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資

融 

資
額　

３
０
０
万
円
以
内
（
無

担
保
無
保
証
人
の
場
合
。所
得
・

納
税
条
件
等
あ
り
）

融
資
期
間　

60
か
月
以
内

返
済
方
法　

毎
月
均
等
分
割
返
済

貸 

付
利
率　

年
１
・
６
％
（
10
月

１
日
現
在
）

※ 

別
途
信
用
保
証
料
（
信
用
保
証

協
会
が
定
め
る
料
率
）
が
必
要

で
す
。

■
保
証
料
補
助（
納
税
条
件
あ
り
）

▽ 

市
制
度
融
資
＝
３
０
０
万
円
以

下
の
場
合
、
１
０
０
％
（
限
度

額
10
万
円
）

▽ 

府
制
度
融
資
＝
小
規
模
資
金
及

び
開
業
資
金
や
経
営
安
定
資
金

（
緊
急
融
資
制
度
除
く
）
に
つ

い
て
も
限
度
額
5
万
円
を
予
算

の
範
囲
で
補
助

■
大
阪
府
中
小
企
業
者
向
け
融
資
相

談
及
び
受
付 

（
10
月
１
日
現
在
）

▽ 

小
規
模
資
金
＝
利
率
１
・
６
％
、

返
済
期
間
84
か
月
以
内

▽ 

開
業
資
金
＝
利
率
１
・
６
％
、

返
済
期
間
84
か
月
以
内
、
自
己

資
金
要
件
有

▽ 
経
営
安
定
資
金
＝
利
率
１
・
４

％
、
返
済
期
間 

84
か
月
以
内
、

認
定
要
件
有

▽ 

緊
急
経
営
対
策
資
金
＝
利
率

１
・
４
％
、
返
済
期
間
１
２
０

か
月
以
内
、認
定
要
件
有

※ 

別
途
信
用
保
証
料
が
必
要
で

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■ 

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条

第
３
項
第
１
号
〜
６
号
の
認
定

　

大
阪
府
制
度
融
資
で
あ
る
経
営

検
察
審
査
員
に

選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の

被
疑
者
（
加
害
者
）
を
裁
判
に
か

け
て
く
れ
ず
、
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
。こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、

検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正

し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
審
査

員
が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。審
査

員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
み

な
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
の
仕
事

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
第
一
、第
二
、

第
三
、
第
四
検
察
審
査
会
事
務

局
（
℡  
06
・
６
３
１
６
・
２
９

８
５
）

安
定
資
金
及
び
緊
急
経
営
対
策
資

金
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
に
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

［広告］

※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。
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く
ら
し

くらし
　 歳末警戒活動
　 年末年始の消防特別警戒
　 消防出初式
　 22 年度入札参加希望申請
　 学校給食用物資納入業者登録
　 府営住宅入居者募集
　 住宅手当緊急特別措置事業

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

歳
末
警
戒
活
動

　

枚
方
警
察
署
は
、
年
末
に
お
け

る
各
種
事
件
・
事
故
の
防
止
と
犯

罪
の
検
挙
活
動
を
強
め
る
た
め
、

市
民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
て
、
歳
末
警
戒
活

動
を
強
化
し
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽ 

ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
犯
罪
・

住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
窃
盗

の
抑
止
・
検
挙
活
動
の
強
化

▽ 

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
を
対
象
と
し
た
犯

罪
の
抑
止
・
検
挙
活
動
の
強
化

▽ 

交
通
死
亡
事
故
に
直
結
す
る
飲

酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
信

号
無
視
の
取
り
締
ま
り
と
、
交

差
点
活
動
の
強
化

問 
い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署(

℡

８
４
５
・
１
２
３
４)

年
末
年
始
の

消
防
特
別
警
戒

　

消
防
本
部
は
、
12
月
15
日
（
火
）

か
ら
22
年
１
月
３
日
（
日
）
ま
で
、

年
末
年
始
の
特
別
警
戒
を
実
施
し

ま
す
。

　

特
に
12
月
27
日
（
日
）
〜
30
日

（
水
）
の
夜
間
は
、
市
内
を
巡
回
し

て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
な
ど

の
重
点
特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
。

　

年
の
瀬
は
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
機
会
も
多
く
な
り
、
年
末
年
始

の
忙
し
い
時
期
に
は
、
注
意
力
が

低
下
し
て
火
災
の
発
生
要
因
が
増

加
し
ま
す
の
で
、
火
気
や
暖
房
器

具
の
使
用
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

消
防
出
初
式

　

市
消
防
本
部
・
署
・
団
は
、
新

春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
行
い
ま

す
。

と 　

き　

22
年
１
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

第
四
中
学
校
校
庭

※ 
雨
天
の
場
合
は
同
校
体
育
館
で

式
典
の
み
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

22
年
度
入
札
参
加
資
格

追
加
申
請

　

市
と
市
水
道
局
が
発
注
す
る
建

設
工
事
や
設
計
委
託
・
一
般
委
託
・

物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
業
者
は
、
入
札
参
加

資
格
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
12
月
中
旬
以

降
に
総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano. 

osaka.jp/kakka/soum
u/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

22
年
２
月
１
日（
月
）

〜
10
日（
水
）に
、
申
請
書
を
郵

送
で
〒
５
７
６

－

８
５
０
１

総
務
課

※ 

水
道
局
分
の
申
請
も
総
務
課
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

総
務
課
か
、
水
道

局
総
務
課

学
校
給
食
用
物
資
納
入

業
者
登
録
業
者
申
請

　

学
校
給
食
運
営
委
員
会
で
は
、

２
年
に
１
度
、
給
食
用
物
資
納
入

業
者
登
録
業
者
の
選
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。22
・
23
年
度
に
新
た
に

登
録
業
者
申
請
を
希
望
す
る
場
合

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

22
年
１
月
22
日（
金
）

※ 

登
録
業
者
は
22
年
２
月
の
給
食

物
資
納
入
業
者
選
定
委
員
会
に

お
い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

第
１
・
２
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
（
℡
８
９
１
・
０

０
９
８
）

21 年の消防出初式

［広告］［広告］
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府
営
住
宅

入
居
者
募
集

　

今
年
度
か
ら
、
申
込
書
の
配
布

期
間
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
配
布

▽ 

配
布
期
間　

22
年
１
月
４
日

（
月
）
〜
14
日
（
木
）〈
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く
〉

▽ 

市
内
の
配
布
場
所　

市
役
所
本

館
１
階
受
付
、
市
役
所
本
館
２

階
市
長
公
室
広
聴
広
報
担
当
、

星
田
出
張
所
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー

受 

付
期
間　

22
年
１
月
４
日（
月
）

〜
14
日
（
木
）〈
消
印
有
効
〉

※ 

詳
し
く
は
申
込
書
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

府
住
宅
供
給
公
社

募
集
課
（
℡  
06
・
６
９
４
５
・

６
０
０
０　

url:http://w
w

w
.osaka-kousha.or.jp

）

住
宅
手
当
緊
急

特
別
措
置
事
業

　

離
職
し
て
い
て
、
就
労
能
力
と

意
欲
が
あ
る
人
の
う
ち
、
住
宅
を

喪
失
し
て
い
る
人
ま
た
は
喪
失
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

住
宅
手
当
を
支
給
す
る
と
と
も

に
、
住
宅
確
保
・
就
労
支
援
員
に

よ
る
就
労
支
援
な
ど
を
実
施
し
、

住
宅
と
就
労
機
会
の
確
保
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

対 　

象　

申
請
時
に
次
の
①
〜
⑦

す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

①
２
年
以
内
に
離
職
し
た
人

② 

離
職
前
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ

り
賃
金
を
得
て
、
主
と
し
て
世

帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た

人
③ 

就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の

意
欲
が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
求
職

申
し
込
み
を
行
う
人

④ 

住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
、
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
人
（
次

の
⑤
⑥
の
要
件
に
該
当
し
、
賃

貸
住
宅
な
ど
に
入
居
す
る
人

で
、
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の

親
族
の
い
ず
れ
か
が
、
現
に
居

住
し
て
い
る
住
居
を
所
有
し
て

い
な
い
こ
と
）

⑤ 

原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
人
。

た
だ
し
、
臨
時
的
な
収
入
や
そ

の
他
の
一
時
的
な
収
入
が
あ
る

場
合
、
ま
た
は
生
計
を
一
と
す

る
同
居
の
親
族
の
収
入
が
あ
る

場
合
は
、
支
給
申
請
日
の
属
す

る
月
の
そ
れ
ら
の
収
入
見
込
額

の
合
計
が
、単
身
世
帯
８
・
４
万

円
、
複
数
世
帯
17
・
２
万
円
以

下
の
人

※ 

継
続
就
労
し
て
い
る
場
合
は
、

直
近
３
か
月
の
平
均
月
収
に

よ
り
収
入
見
込
額
を
算
定
し
ま

す
。

※ 

失
業
等
給
付
、
児
童
扶
養
手
当

な
ど
の
各
種
手
当
、
年
金
な
ど

も
合
算
し
て
算
定
し
ま
す
。

⑥ 

生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親

族
の
預
貯
金
の
合
計
が
、
単

身
世
帯
50
万
円
、
複
数
世
帯

１
０
０
万
円
以
下
の
人

⑦ 
国
の
住
居
喪
失
離
職
者
な
ど

に
対
す
る
雇
用
施
策
に
よ
る

貸
付
・
給
付
を
受
け
て
い
な

い
人

※ 

支
給
対
象
者
に
は
、
支
給
期
間

中
に
常
用
就
職
に
向
け
た
次
の

活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

① 

毎
月
１
回
以
上
、
公
共
職
業
安

定
所
へ
出
向
い
て
職
業
相
談
を

受
け
る

② 

毎
月
２
回
以
上
、
支
援
員
に
よ

る
面
接
な
ど
の
支
援
を
受
け
る

支 

給
額　

単
身
世
帯
４
・
２
万
円
、

複
数
世
帯
５
・
５
万
円
を
上
限

と
し
、
対
象
者
が
賃
借
す
る
住

宅
の
賃
料
月
額

支
給
期
間　

６
か
月
間（
限
度
）

※ 

新
規
に
住
宅
を
賃
借
し
た
人

は
、
初
期
費
用
と
し
て
支
払
い

が
必
要
な
月
の
翌
月
か
ら
、
す

で
に
住
宅
を
賃
借
を
し
て
い
る

人
は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
か

ら
支
給
し
ま
す
。

支 

払
方
法　

家
主
に
賃
料
を
振
り

込
み

申 

し
込
み
に
必
要
な
も
の　

本
人

確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）、
離

職
関
係
書
類
（
２
年
以
内
に
離

職
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
の
写
し
）、
収
入
関
係
書
類
、

預
貯
金
関
係
書
類
、
公
共
職
業

安
定
所
へ
の
求
職
申
し
込
み

（
求
職
受
付
票
の
写
し
）

※ 

収
入
関
係
書
類
と
預
貯
金
関
係

書
類
は
、
本
人
と
、
生
計
を
一

に
し
て
い
る
同
居
の
親
族
の
う

ち
収
入
が
あ
る
人
全
員
分
の
写

し
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

［広告］

※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。
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求　
人

給
食
調
理

パ
ー
ト
登
録
者

対　

象　

60
歳
未
満
の
人

業
務
内
容　

学
校
給
食
調
理
補
助

登
録
期
間　

23
年
12
月
末
ま
で

※ 

登
録
し
て
も
、
採
用
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。定
員
に
空
き

が
で
き
次
第
、
面
接
の
日
時
を

連
絡
し
ま
す
。

※ 

以
前
に
登
録
し
た
人
も
、
再
度

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

労
働
条
件
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

12
月
11
日
（
金
）〈
必

着
〉
ま
で
に
履
歴
書
を
郵
送
で

〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

交

野
市
私
部
１

－

54

－

２　

第

１
・
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

※ 

封
書
の
表
に
「
パ
ー
ト
登
録
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

第
１
・
２
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
（
℡
８
９
１
・
０

０
９
８
）

く
ら
し

市
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
土
曜
日
も
住
民
票
な
ど
を
発
行

　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）
に
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行

業
務
を
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
内
）
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

取 

り
扱
い
業
務　

住
民
票
・
印
鑑

証
明
・
年
金
現
況
届
・
住
民
票

記
載
事
項
証
明
・
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
の
発
行

■
本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
な
ど
の
交

付
申
請
時
に
、
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
な
ど
で
の
本
人
確
認
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
基
カ
ー
ド
の
ご
利
用
を

　

住
基
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
カ
ー

ド
）
は
、
本
人
確
認
書
類
が
必
要

な
場
合
に
身
分
証
明
書
と
し
て
便

利
で
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
な
ど

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
可
能

に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
課

共
同
受
信
施
設
の

地
デ
ジ
化
助
成
制
度

　

共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
）
内
の
共
同
受
信
施

設
や
、
建
物
な
ど
に
よ
る
受
信
障

害
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
共
同

受
信
施
設
の
地
デ
ジ
化
に
対
す
る

助
成
を
し
て
い
ま
す
。施
設
の
地

デ
ジ
化
対
応
で
経
費
負
担
が
過
重

と
な
る
場
合
（
世
帯
あ
た
り
３
万

５
０
０
０
円
以
上
）、
国
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
共

同
受
信
施
設
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
改
修
工

事
の
実
施
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。

助
成
金
の
申
請
締
切

▽ 
共
同
住
宅
の
共
同
受
信
施
設
に

対
す
る
助
成
金
＝
22
年
１
月
15

日（
金
）

▽ 

受
信
障
害
施
設
デ
ジ
タ
ル
化
の

助
成
金
＝
12
月
28
日（
月
）

※ 

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
総
務

省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
：
デ
ジ
サ
ポ
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

digisuppo.jp/

）
を
ご
覧
く

くらし
　 市民課からのお知らせ
　 共同受信施設の地デジ化助成
求　人
　 給食調理パート登録者
　 交野市職員
子育て
　 幼児園の園庭開放

  消費者相談

だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

デ
ジ
サ
ポ
助
成
金

相
談
窓
口
（
℡
０
５
７
０
・
０

９
３
・
７
２
４
）

［広告］

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。
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幼
児
園
の
園
庭
開
放

　

子
ど
も
と
一
緒
に
近
く
の
幼
児

園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

12
月
８
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時〈
雨
天
中
止
〉

と 

こ
ろ　

あ
さ
ひ
幼
児
園
、
あ
ま

だ
の
み
や
幼
児
園
、
く
ら
や
ま

幼
児
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対 　

象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
問
い
合
わ
せ　

各
幼
児
園

▽ 

あ
さ
ひ
幼
児
園
（
星
田
５

－

２

－

12　

℡  
８
９
２
・
０
２
０

６
）

▽ 

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児
園
（
私
市

１

－

29

－

１　

℡  
８
９
２
・

１
３
５
１
）

▽ 

く
ら
や
ま
幼
児
園
（
幾
野
３

－

18

－

１　

℡  
８
９
２
・
８
４

３
３
）

交
野
市
職
員

　

市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。募

集
す
る
職
種
、
受
験
資
格
、
採
用

予
定
人
数
な
ど
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。国
籍
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

第 

１
次
試
験
日　

22
年
１
月
16
日

（
土
）

採 

用
予
定
日　

22
年
４
月
１
日

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布

▽ 

12
月
14
日
（
月
）
か
ら
市
役
所

本
館
２
階
人
事
課
、
星
田
出
張

所
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１
階

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
消

防
本
部
総
務
課

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
＝http://w

w
w
. 

c
ity.ka

ta
n
o
.o
sa
ka
.jp
/

kakka/jinji/

※ 

印
刷
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
白
色

普
通
紙
に
黒
色
イ
ン
ク
で
印
刷

し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

郵
送
で
請
求
＝
封
筒
の
表
に

「
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
、
３
６
０
円
切

手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
（
縦

23
・
５
㌢
×
横
12
㌢
の
定
型
封

筒
）
を
同
封
し
、
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

人
事
課

申 

し
込
み　

12
月
21
日
（
月
）
〜

22
年
１
月
８
日
（
金
）
の
午
前

子
育
て

消費者相談
～通信販売の広告　　　　　　
　申込書を保管しましょう～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

０
円
パ
ソ
コ
ン
の

広
告
を
見
て
業
者
に

電
話
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。

商
品
は
届
い
た
も
の
の
、
気
が

変
わ
り
、
業
者
に
解
約
の
連
絡

を
す
る
と
、
や
め
る
な
ら
約
７

万
円
を
払
え
と
言
わ
れ
驚
い
て

い
ま
す
。

　

広
告
は
す
で
に
捨
て
ま
し

た
。

　

契
約
内
容
を
確
認

す
る
と
、
広
告
に
解
約

料
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
後
相

談
者
は
申
込
時
に
そ
の
説
明
を

受
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の

セ
ッ
ト
販
売
で
、
パ
ソ
コ
ン
本

体
は
無
料
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
料

毎
月
約
３
０
０
０
円
を
２
年
間

払
う
の
が
条
件
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
や
め
る

と
、
契
約
か
ら
の
経
過
期
間
が

短
い
ほ
ど
解
約
料
が
高
額
で
、

７
万
円
か
ら
３
０
０
０
円
ま
で

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
告
を
見
て

電
話
な
ど
で
の

契
約
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
申
し
込
む
場

合
、
多
く
は
通
信
販
売
に
あ
た

り
ま
す
。通
信
販
売
事
業
者
は
、

そ
の
広
告
で
事
業
者
名
や
住

所
、
電
話
番
号
や
返
品
制
度
に

つ
い
て
表
示
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
12
月
１
日
か
ら

法
改
正
で
返
品
の
記
載
が
な
い

場
合
、
８
日
間
返
品
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

契
約
内
容
を
十
分
に
確
認

し
、
利
用
の
場
合
は
必
ず
広
告

や
申
込
書
を
手
元
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

ＱＡ

助
言

消防職（2人程度）
　次の①または②に該当し、ⒶⒷ両方の要件を
満たす人
① 昭和 58年４月２日～昭和 63年４月１日に
生まれ、学校教育法による大学を卒業した
人、または同等の資格があると認める人

② 昭和 61 年４月２日～平成４年４月１日に
生まれ、学校教育法による短大など・高校を
卒業した人、または高校卒業程度の知識を有
する人

Ⓐ 普通自動車運転免許取得者で、過去３年間無
事故の人、または 22年３月末日までに普通
自動車運転免許を取得見込みの人

Ⓑ 視力・色覚・聴力など、災害現場などにおけ
る消防職務遂行に必要な健康度や体力を有
している人

土木職（1人程度）
昭和 53年４月 2日以降に生まれ、学校教育法
による大学・短大など・高校で土木に関する
専門の課程を修了した人
※ 学歴に関しては、いずれも 22年 3月卒業見込み
の人を含みます。

９
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
土
・

日
曜
日
、
12
月
29
日
〜
22
年
１

月
４
日
を
除
く
）
に
市
役
所
本

館
２
階
人
事
課

問
い
合
わ
せ　

人
事
課

※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。
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子
育
て

子育て
　 子育て講座
　 クリスマスブーツ作り
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 もぐもぐ元気っ子講座
健　康
　 ゆうゆう元気アップ大作戦
　 頭と身体の元気度知ろう会
　 ウエストサイズストーリーⅠ
　 ウエストサイズストーリーⅢ
　 乳がん・子宮頸がん検診
　 成人歯科健診
　 乳幼児の健診と相談

  耳より健康コラム

頭
と
身
体
の

元
気
度
知
ろ
う
会

　

自
分
の
元
気
度
を
一
度
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
内
容

▽ 

22
年
１
月
18
日
（
月
）
＝
頭
の

元
気
度（
も
の
忘
れ
）測
定

▽ 

22
年
１
月
25
日
（
月
）
＝
身
体

の
元
気
度（
体
力
）測
定

※ 

２
日
参
加
が
基
本
で
す
が
、
１

日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

時 　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対　

象　

65
歳
以
上
の
市
民

定　

員　

先
着
15
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

７
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

ゆ
う
ゆ
う

元
気
ア
ッ
プ
大
作
戦

　

口
の
手
入
れ
、
食
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
、
転
倒
予
防
や
脳
の
活
性
化

な
ど
を
学
び
、
元
気
ア
ッ
プ
し
ま

せ
ん
か
。

と 　

き　

22
年
１
月
８
日
（
金
）

〜
３
月
26
日
（
金
）
の
毎
週
金

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分（
全
12
回
）

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

も
ぐ
も
ぐ

元
気
っ
子
講
座

と 　

き　

22
年
１
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

お
や
つ
や
朝
食
と
し
て

簡
単
に
調
理
で
き
る
献
立
の
実

演
、講
義
、試
食（
保
護
者
の
み
）

※ 

保
育
室
に
子
ど
も
を
預
け
て
ゆ

っ
く
り
受
講
で
き
ま
す
。

対 　

象　

1
歳
6
か
月
〜
3
歳
未

満
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定 　

員　

先
着
14
人

※
初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
託
児
に
必
要
な
物
（
汚

れ
物
を
入
れ
る
袋
、
普
段
使
っ

て
い
る
容
器
に
入
れ
た
お
茶
な

ど
の
飲
み
物
、お
む
つ
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

８
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

健　
康

内 　

容　

講
義
と
元
気
ア
ッ
プ
体

操
、
健
口
体
操
（
口
の
体
操
）、

頭
ス
ッ
キ
リ
ゲ
ー
ム
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

先
着
15
人

参 

加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
な

ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

７
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

22
年
１
月
５
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

来
所

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
１
７
９
３
）

ク
リ
ス
マ
ス

ブ
ー
ツ
作
り

と 　

き　

12
月
17
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
11
時

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ば
ん
ぼ
し
く
ら
ぶ（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保
育
園
内
）

対 　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
※
こ
ど
も
の
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定　

員　

先
着
親
子
10
組

※ 

親
子
１
組
に
つ
き
、
ブ
ー
ツ
１

つ
を
作
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

12
月
３
日（
木
）〜
９

日（
水
）の
午
前
10
時
〜
正
午
に

子
育
て
講
座

と 　

き　

12
月
８
日
（
火
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

交
野
市
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
私
部
２

－

29
－

５　

青
年
の
家
横
）

内 　

容　

感
染
症
の
予
防
に
つ
い

て
講　

師　

健
康
増
進
課
職
員

対 　

象　

未
就
学
児
の
保
護
者
、

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
目
ざ

す
人

定　

員　

先
着
15
人

※ 

保
育
が
あ
り
ま
す
。先
着
８
人
。

申
し
込
み
時
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

申 

し
込
み　

セ
ン
タ
ー
に
来
所
か

電
話
予
約

問 
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
１
０
・
８
２
７
０
）
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※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
・
対
象

①
12
月
16
日（
水
）＝
０
歳
児

②
12
月
４
日（
金
）＝
１
歳
児
以
上

※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
15
分
〜
10
時
15
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

22
年
１
月
５
日（
火
）

対 　

象　

８
月
11
日
〜
９
月
10
日

生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

12
月
15
日（
火
）

対 　

象　

20
年
５
月
生
ま
れ
の
幼

児 

■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

12
月
９
日（
水
）

対 　

象　

18
年
５
月
生
ま
れ
の
幼

児

　インフルエンザは、新型・季節性とも、基本的な予防
法（せきエチケット、手洗い、うがい、予防接種）・治療法
（抗インフルエンザウイルス薬の投与）は同じです。
　潜伏期間はおおむね１～７日（多くは２～ 4日）で、症
状は急な発熱・せき・のどの痛み・鼻汁・全身のだるさ
などがみられますが、多くの場合は軽症で回復しますの
で、ただちに救急車を呼んだり、夜間に救急医療機関に
駆け込んだりする必要はありません。ただし、次のよう
な症状があるときは、救急医療機関で受診してください。

▽ 小児＝呼吸が速い・息苦しそう・顔色がどんどん悪く
なる（土気色、青白い）・何も食べたがらず、飲もうと
もしない・全然遊ばない・反応がにぶい

▽ 大人＝呼吸困難・息切れ・胸の痛みが続く・おう吐や
下痢が続く
　また、慢性疾患（呼吸器、心疾患、糖尿病、腎機能障害）
がある人や妊婦、乳幼児、高齢者の人がかかると重症化
の危険が高いと言われています。かかりつけ医に電話で
受診について相談し指示に従ってください。
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
インフルエンザ～気になる症状～

送
ら
れ
て
い
る
人
は
、
交
野
市
の

ク
ー
ポ
ン
券
と
交
換
し
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

対
象
者
の
う
ち
、
4
月
か
ら
8
月

の
間
に
、
市
の
市
民
健
診
を
受
診

し
た
人
に
は
、
検
診
費
用
を
還
付

し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

成
人
歯
科
健
診

実 
施
期
間　

22
年
２
月
27
日（
土
）

ま
で

対 　

象　

４
月
1
日
〜
22
年
3
月

31
日
の
間
に
、
40
歳
・
50
歳
・

60
歳
・
70
歳
に
な
る
市
民

費　

用　

３
０
０
円

持 

ち
物　

案
内
は
が
き
か
、年
齢
・

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
健

康
保
険
証
な
ど
）、
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

申
し
込
み　

直
接
市
内
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

ス
ト
ー
リ
ー
Ⅲ

　

運
動
や
食
事
、
生
活
習
慣
の
改

善
ポ
イ
ン
ト
を
楽
し
く
学
び
、
健

康
な
体
と
ス
ッ
キ
リ
お
な
か
を
手

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

22
年
２
月
１
日
（
月
）

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

ス
ト
ー
リ
ー
Ⅰ

　

厚
着
に
な
る
こ
の
季
節
、
分
厚

い
脂
肪
も
た
め
こ
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。す
っ
き
り
し
た
体
で
１
年
を

過
ご
す
た
め
に
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
基
本
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

22
年
１
月
12
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

テ 

ー
マ　
「
目
ざ
せ
マ
イ
ナ
ス
３

㌢
」

対 　

象　

お
な
か
ま
わ
り
が
気
に

な
る
人
、
20
年
前
の
ズ
ボ
ン
・

ス
カ
ー
ト
を
は
き
た
い
人

定　

員　

先
着
30
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
、健
康
手
帳

※ 

体
操
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

１
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診

　

国
の
経
済
危
機
対
策
の
一
環
と

し
て
、
一
定
の
年
齢
の
女
性
に
対

し
、
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
８
月

下
旬
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
期
間
は
3
月
末
ま
で
で

す
。対
象
の
人
は
、
再
度
、
案
内
文

書
を
確
認
し
、が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

前
住
所
地
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券
を

〜
３
月
１
日
（
月
）
の
毎
週
月

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45

分（
５
回
コ
ー
ス
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

※ 

教
室
前
に
面
接
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

対 　

象　

腹
囲
・
高
血
圧
・
脂
質

異
常
・
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
撃
退
し
た
い
人

※ 
体
操
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定　

員　

30
人

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

１
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。
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そ
ん
な
暖
か
い
応
援
の
お
か
げ
も
あ
っ

て
、ノ
ー
ミ
ス
の
演
技
が
で
き
、
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
２
位
に
京
産

大
の
チ
ー
ム
が
入
り
、大
会
始
ま
っ
て
以
来

の
関
西
勢
が
１
・
２
位
を
独
占
す
る
と
い

う
快
挙
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。応

援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
は
、本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

世
界
大
会
に
向
け
て
、一
言
お
願
い
し
ま

す
。

Ａ 　

世
界
大
会
で
も
、私
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
、ハ
ウ
ス
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
勝

負
し
ま
す
。優
勝
し
て
、
世
界
に
私
た
ち
の

ス
タ
イ
ル
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 　

就
職
活
動
が
始
ま
り
、サ
ー
ク
ル
は
引
退

し
ま
す
が
、今
後
も
何
ら
か
の
形
で
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
に
関
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。交

野
市
で
も
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
る
仲
間
と

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ 　

所
属
す
る
チ
ー
ム
の
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 　
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ
」は
結

成
し
て
約
２
年
の
、
３
回

生
の
男
２
人
・
女
３
人
の

５
人
チ
ー
ム
で
す
。出
身

地
も
学
部
も
ば
ら
ば
ら

で
、サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

 　

私
た
ち
の
特
色
は
、他
の
チ
ー
ム
の
多
く

が
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
と
い
う
音
楽

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
使
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
早
い
テ
ン
ポ
の
ハ
ウ
ス
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
の
曲
を
使
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
全
国
で

も
私
た
ち
の
チ
ー
ム
だ
け
で
す
。

　

 　

そ
う
い
っ
た
特
色
を
生
か
す
た
め
、バ
ッ

ク
宙
な
ど
の
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
大
技
も

あ
り
ま
す
が
、ハ
ウ
ス
の
音
楽
に
合
わ
せ
て

ダ
ン
ス
を
主
軸
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

全
国
大
会
で
は
関
西
勢
が
快
挙
を
達
成

さ
れ
た
そ
う
で
す
が
。

Ａ 　

全
国
大
会
は
上
位
３
チ
ー
ム
が
世
界
大

会
に
出
場
で
き
る
の
で
す
が
、こ
こ
２
年
間

す
べ
て
関
東
勢
に
出
場
権
を
と
ら
れ
て
い

て
、関
西
勢
は
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し

た
。そ
こ
で
関
西
勢
が
団
結
し
て
が
ん
ば
ろ

う
と
、お
互
い
が
出
番
の
時
に
は
応
援
し
合

っ
て
、
会
場
を
関
西
の
雰
囲
気
に
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

10
月
18
日
（
日
）、
東
京
都
の
品
川
ス
テ
ラ

ボ
ー
ル
で
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
全
国
大
会
（
ダ

ブ
ル
ダ
ッ
チ
デ
ラ
イ
ト
）
が
開
か
れ
、
星
田
在

住
の
渕
田
桂
さ
ん
が
所
属
す
る
チ
ー
ム「
Ｃ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ
（
立
命
館
大
）」
が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。そ
し
て
、
12
月
19
日（
土
）ア
メ
リ
カ
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ア
ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
で
行
わ

れ
る
世
界
大
会
（
Ｎ
Ｄ
Ｄ
Ｌ　

Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ

Ｙ　

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
渕
田
さ
ん
に
、
世
界
大
会
へ
の
意

気
込
み
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

  

Ｑ 　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
は
ど
ん
な
競
技
で
す
か
。

Ａ 　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
は
、２
本
の
縄
跳
び
を
使

い
、
縄
の
中
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

Ｑ 　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
な

ん
で
す
か
。

Ａ 　

も
と
も
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
を
中
学

校
・
高
校
と
や
っ
て
い
て
、大
学
で
は
、新
し

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
始
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。た
ま
た
ま
大
学
に
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
面
白
そ
う
だ
っ
た

の
で
入
部
し
ま
し
た
。

Ｑ 　

入
部
し
て
か
ら
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ 　

入
部
す
る
と
上
下
関
係
が
厳
し
く
、毎
日

夜
遅
く
ま
で
練
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 　

練
習
場
所
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
な
の

で
、
夏
は
日
光
の
照
り
返
し
が
す
ご
く
、
冬

は
京
都
な
の
で
雪
も
降
り
過
酷
な
環
境
で

し
た
。ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
は
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ

ッ
ク
な
技
も
あ
る
の
で
、骨
折
や
靭
帯
を
切

る
人
も
い
ま
し
た
。

　

 　

で
も
、そ
ん
な
苦
労
の
中
で
得
る
も
の
も

多
く
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、一
緒
に

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
世
界
大
会
出
場　

渕
田
桂
さ
ん　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル
で
勝
負 Vol.63

渕田桂さん

「CANADA」のメンバー全員で

優勝決定後の記念撮影

全国大会の様子
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児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

おいらはコンブ林にすむプカプカといいます
　岩佐めぐみ　偕成社
気がつけばカラス
　きむらゆういち　佼成出版社
あかちゃんがやってきた
　角野栄子　福音館書店
おやつにまほうをかけないで
　さとうまきこ　小峰書店
絵でわかる「ことわざ」
　どりむ社　PHP研究所
黒魔女コンテスト
　エヴァ・イボットソン　偕成社
ラーシアのみずくみ
　安井清子　こぐま社
ペリカンとうさんのおみやげ
　大石真　小峰書店

おいしい圧力なべレシピ
　渡辺麻紀　主婦の友社
大人のための友だちのつくり方
　島田裕巳　ぶんか社
後悔と真実の色
　貫井徳郎　幻冬舎
違和感のチカラ
　齋藤孝　角川書店
文系？理系？
　志村史夫　筑摩書房
60 歳からの満喫生活
　デビッド・ブラウン　三笠書房
奴隷の時間自由な時間
　ひろさちや　朝日新聞出版
松下幸之助７つの「修羅場」
　竹内一正　アスキー・メディアワークス

お知らせ

青年の家図書室の祝日開室
　青年の家図書室は、12 月 23 日の祝日を開室します。開室時
間は午前 10時～午後５時です。どうぞご利用ください。

「かさじぞう」
瀬田　貞二　再話
赤羽　末吉　画　

福音館書店

　大みそかの
日、おじいさん
はあみがさを売
りに出かけまし
たが、かさは売
れず、持って帰
ることになりま
した。途中、六体
のじぞうさまに雪がつもってい
て寒そうな姿を気の毒に思い、
売り物のかさをかぶせてあげま
した。しかし、かさがひとつ足り
ません。おじいさんは、自分のか
さを最後のじぞうさまにかぶせ
て帰りました。
　次の日、「よういさ、よういさ、
よういさな」と、おじいさんの家
を探す声が聞こえ…。
　日本画のやわらかいタッチで
見開きいっぱいに描かれた扇型
の挿絵はとても趣が深く、ペー
ジをめくるごとに昔話の世界に
引き込まれていきます。寒くな
るこれからの季節にぴったりな
心温まるお話です。

　

今
回
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
「
ご
み
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　

20
年
度
に
市
が
収
集
処
理
し
た
家
庭

ご
み
の
総
排
出
量
は
約
１
万
６
０
０
０

㌧
（
収
集
世
帯
約
３
万
世
帯
）
で
し
た
。

１
人
あ
た
り
に
す
る
と
、
年
間
約
２
０

０
㌔
の
ご
み
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

20
年
度
か
ら
は
、
本
格
的
に
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
始

ま
り
、
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
家
庭

ご
み
の
総
排
出
量
約
１
万
６
０
０
０
㌧

の
う
ち
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

紙
類
な
ど
、
２
５
０
０
㌧
が
再
資
源
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
は
で
き
る
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル

し
、
資
源
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
の

に
も
、
運
搬
な
ど
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
使
わ
れ
ま
す
。リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

良
い
の
で
は
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
最

後
の
手
段
に
し
て
、
そ
の
前
に
で
き
る

だ
け
ご
み
を「
出
さ
な
い
」「
作
ら
な
い
」

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

交
野
市
は
「
リ
フ
ュ
ー
ズ
（
断
る
）」

「
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）」「
リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）」「
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利

用
）」
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
４
Ｒ
」
と

い
う
も
の
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
も
、
紹
介
し
た
順
番
ど
お
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
は
最
後
の
Ｒ
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
市
の
世
帯
数
は
増
加
し
て
い

ま
す
が
ご
み
の
総
排
出
量
は
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
環
境
に
対
す
る
意
識
が
向
上

し
、
ご
み
減
量
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
ま
だ
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

ご
み
問
題
は
日
々
の
生
活
と
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、
一
番
身
近
に
始
め
ら
れ

る
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
１
つ
で
す
。み

な
さ
ん
も
ご
み
の
「
４
Ｒ
」
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
知
ろ
う
！

交
野
の
環
境

交
野
の
ご
み

北河内 4市リサイクルプラザでの
廃プラ分別作業

昔話特集
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第 32回市民スポーツデー
　10月 11日（日）、12日（祝）、25日（日）の３日間、
いきいきランド交野、私部グラウンドなどを中心に
「市民スポーツデー」が開かれ、大勢の人が参加しま
した。
　12 日には、ゆうゆうセンター弓道場で弓道競技
会が開かれ、競技者たちは集中力を高めて、鍛え上
げた腕を競いました。
　３日間で、全 21競技が行われ、参加した市民は、
屋内外で市民スポーツデーを楽しみました。

元気いっぱい文化祭
　11月 1日（日）～ 3日（祝）の 3日
間、星の里いわふね、青年の家などで
「第 33 回交野市文化祭」が開かれ、
展示の部 45 団体、発表の部 57 団
体が参加して、この日のために完成
させた作品や発表などを披露しまし
た。
　発表の部では、チアリーディング
クラブ「PIXIES」が、元気いっぱいの
演技で会場を沸かせました。

　展示の部では、男のグルメ同好会による手打ちうど
んや地場野菜の豚汁付き交野の新米食べ比べが人気
で、おいしそうなにおいにつられて行列ができ、大好
評。また、摂南大学の協力により、薬用植物の展示解説、
健康茶の試飲などが行われ、来場者は、興味津々で薬
草茶を飲んでいました。

謡曲仕舞第 150 回記念大会
　10 月 17 日（土）、ゆうゆうセンターで交野交謡
会主催の「謡曲仕舞第 150 回記念大会」が開かれ、
約 300人の観客が集まりました。
　この日は「新歌」から始まり、「清経」「俊寛」「藤戸」
など連吟、仕舞などが発表されました。集まった観
客たちは、じっと舞台を見つめ、奥深い謡曲仕舞の
世界に浸っている様子でした。
　観客からは「150回目の記念大会を見られて本当
に良かったです」という感想が聞かれました。
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ソーラン隊「宝」が大活躍
　10 月 12 日（祝）、大阪城ホールをメイン会場に
南中ソーランの大会「大阪メチャハピー祭」が開か
れ、長宝寺小学校区を中心とする有志チーム（小学
生～高校生 45人）のソーラン隊「宝」が、審査員特
別賞を受賞しました。
　当日は、曲がかからないアクシデントが起こりま
したが、子どもたちは動揺することなく、力強い南
中ソーランを披露しました。
　急な出来事にも動じない踊りに、会場からは大き
な拍手が送られました。

　
　

街
で
見
か
け
た

　
　

ち
ょ
っ
と
良
い
話

　

花
と
緑
の
会
「
い
ぶ
き
」
が

花
と
緑
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

花
と
緑
の
会
「
い
ぶ
き
」
は
、
市
内

５
か
所
の
花
壇
（
交
野
市
駅
ロ
ー
タ

リ
ー
、
イ
ズ
ミ
ヤ
前
花
壇
、
河
内
磐
船

西
花
壇
・
東
花
壇
、
コ
モ
ン
シ
テ
ィ

交
差
点
花
壇
）
で
初
夏
と
初
冬
に
２

回
、
花
の
植
え
付
け
を
行
い
、
通
り
か

か
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
、

現
在
46
人
の
会
員
で
、
乙
部
浄
化
セ

ン
タ
ー
横
の
温
室
を
活
動
拠
点
に
、

月
４
〜
５
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
と
し
て
、
種
か
ら

年
間
約
３
万
本
の
花
苗
を
育
て
、
土

作
り
を
行
っ
た
各
花
壇
に
植
栽
し
て

い
ま
す
。他
に
も
余
剰
苗
は
、
市
内
の

幼
児
園
や
行
政
区
な
ど
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
、
花
と
緑
の
街
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
で
「
大
阪
府
知
事
賞
」
を
受
賞

し
、
今
年
は
全
国
大
会
に
入
選
す
る

な
ど
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

同
会
。
会
長
の
太
田
義
弘
さ
ん
に
抱

負
を
伺
う
と
「
こ
れ
か
ら
も
会
員
・

市
民
・
行
政
と
協
働
し
て
〝
美
し
く
、

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
〞
を
目
ざ
し
、
広
く
つ
な
げ

て
い
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た

問 

い
合
わ
せ　

太
田
さ
ん
（
℡  
８
９

２
・
８
３
３
７
）

花の植えつけ作業の様子

花と緑の会「いぶき」のみなさん

㈱サイネックスと官民協働の冊子作り
　10 月 15 日（木）、市と㈱サイネックスとの官民
協働による「交野市暮らしの便利帳」の作成・発行
に関する協定式が、市役所で行われました。
　この便利帳は、市の各種サービスや手続きに加
え、病院などの地域の情報などを掲載した案内冊子
です。製作・配布にかかる費用は、㈱サイネックス
が市内事業所などから募った有料広告の収入で賄
うため、市が財政負担することなく、暮らしや行政
情報を市民のみなさんに提供できます。
　発行は、22年 5月に市内へ全戸配布する予定で、
現在、協働作業を進めています。
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発掘！発見！発掘！発見！

緑立つ道
今月のテーマ　「文化財シンポジウムをふり返って」

9

な
っ
た
で
あ
ろ
う
大
き
な
集
落
の

姿
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

掘
立
柱
建
物
と
竪
穴
住
居
と
い

う
2
種
類
の
建
物
の
違
い
な
ど
か

ら
分
か
る
上
私
部
集
落
の
性
格
と

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

水 

野　

上
私
部
の
掘
立
柱
建
物
は

い
つ
か
ら
現
れ
ま
す
か
。

若 

林　

６
世
紀
の
初
め
か
ら
確
実

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

水 

野　

日
本
で
は
掘
立
柱
建
物
は

い
つ
か
ら
始
ま
る
の
で
し
ょ
う

か
。

和 

田　

縄
文
時
代
に
も
い
く
つ
か

あ
る
。弥
生
時
代
に
は
か
な
り

広
ま
っ
て
い
ま
す
。

水 

野　

弥
生
時
代
以
後
に
は
掘
立

柱
・
竪
穴
の
ど
ち
ら
も
あ
り
ま

す
が
、
弥
生
土
器
の
絵
な
ど
に

掘
立
柱
の
高
床
式
建
物
が
多
い

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

大 

竹　

絵
の
描
か
れ
て
い
る
土
器

は
宗
教
的
な
こ
と
に
利
用
す
る

土
器
な
の
で
、
竪
穴
は
描
か
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水 

野　

竪
穴
住
居
は
村
人
な
ど
が

普
通
に
生
活
す
る
建
物
だ
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
絵
に
描
か
れ
る
こ
と

は
な
く
、
掘
立
柱
建
物
は
、
役

所
や
偉
い
人
の
住
居
・
倉
な
ど

特
別
な
建
物
だ
っ
た
た
め
よ
く

描
か
れ
た
の
で
す
ね
。

　

 　

上
私
部
遺
跡
で
は
そ
う
し
た

2
種
類
の
建
物
の
集
ま
り
が
区

別
が
で
き
る
形
で
出
て
き
ま
し

た
。こ
こ
ま
で
集
落
の
様
子
が

よ
く
わ
か
る
遺
跡
は
大
阪
で
も

少
な
い
で
す
ね
。

　
　
（
広
報
６
・
８
・
９
月
号
参
照
）

　

今
回
は
、
10
月
24
日
に
行
わ
れ

た
文
化
財
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ヤ
マ

ト
政
権
の
生
産
基
盤
を
掘
る
」
の

内
容
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

　

水
野
正
好
さ
ん
（
㈶
大
阪
府

文
化
財
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
の
司

会
の
も
と
、
和
田
晴
吾
さ
ん
（
立

命
館
大
学
教
授
）、
若
林
幸
子
さ

ん
（
㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ

ー
）、
三
好
孝
一
さ
ん
（
同
セ
ン
タ

ー
）、
南
孝
雄
さ
ん
（
㈶
京
都
市
埋

蔵
文
化
財
研
究
所
）、
大
竹
弘
之

さ
ん
（
枚
方
市
教
育
委
員
会
）、
真

鍋
成
史
さ
ん
（
交
野
市
教
育
委
員

会
）
の
討
論
の
様
子
を
ご
紹
介
し

ま
す
。（
以
下
敬
称
略
）

　

上
私
部
遺
跡
の
調
査
で
は
、
古

墳
時
代
の
交
野
の
開
発
の
中
心
と

上
私
部
遺
跡
の
建
物
群

　

古
墳
時
代
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
で

あ
る
須す

え

き
恵
器
の
窯か
ま
は
、
ど
の
よ
う

な
背
景
の
も
と
に
操
業
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

水 

野　

茄
子
作
・
上
の
山
遺
跡

か
ら
古
い
須
恵
器
窯
が
見
つ
か

っ
て
僕
ら
も
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。

　

 　

窯
は
何
基
ぐ
ら
い
か
、
ま
た

ど
れ
く
ら
い
の
期
間
続
く
の
で

し
ょ
う
か
。

南 　

須
恵
器
の
量
か
ら
み
る
と
、

窯
は
１
、２
基
で
し
ょ
う
。
ま

た
形
の
変
化
が
少
な
い
た
め
、

操
業
期
間
は
短
い
と
み
て
い
ま

す
。

水 
野　

窯
は
、
渡
来
人
が
き
て
自

由
に
築
い
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

南　

そ
う
と
は
考
え
づ
ら
い
。

　

 　

５
世
紀
後
半
ご
ろ
の
渡
来
人

の
技
術
は
王
権
に
管
理
さ
れ
て

お
り
、
泉
北
の
陶す
え
む
ら邑
と
い
う
窯

か
ら
、
列
島
各
地
に
技
術
が
輸

出
さ
れ
て
、
窯
が
作
ら
れ
ま
し

た
。

　

 　

茄
子
作
・
上
の
山
の
窯
も
陶

邑
で
技
術
が
確
立
し
、
そ
の
後

作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

必
要
の
あ
る
場
所
に
い
ち
早
く

王
権
が
須
恵
器
の
生
産
・
技
術

を
確
立
し
た
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

　

森
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
土ど
こ
う坑
の

中
に
は
、
お
墓
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

森
遺
跡
の
北
東
に
は
5
世
紀
に

車
塚
古
墳
群
が
築
か
れ
、
森
遺
跡

に
と
て
も
近
い
場
所
で
あ
る
こ
と

と
、
鍛
冶
生
産
が
始
ま
る
の
と
同

じ
こ
ろ
に
造
り
始
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
森
遺
跡
の
鍛
冶
生
産
と
関

係
の
深
い
人
が
葬
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
人
型
埴は
に
わ輪
に
表
現
さ
れ

た
職
業
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

シンポジウムの様子

茄
子
作
・
上
の
山
の

須
恵
器
窯

森
遺
跡
の
鍛
冶
生
産
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森遺跡出土の鉄滓

水 
野　

鍛
冶
集
団
の
お
墓
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

和 

田　

５
世
紀
に
は
鍛
冶
を
支
配

し
た
と
考
え
ら
れ
る
首
長
の
古

墳
に
副
葬
さ
れ
た
鍛
冶
具
が
あ

り
ま
す
。

　

 　

６
世
紀
に
は
直
接
生
産
に
携

わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
の
古
墳

に
、
鉄て
つ
さ
い滓（
鍛
冶
で
出
る
鉄
く

ず
）
を
入
れ
る
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

真 

鍋　

森
遺
跡
の
土
坑
に
お
墓
ら

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
お

墓
で
は
鉄
滓
は
み
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

 　

森
遺
跡
近
く
の
車
塚
古
墳
群

の
中
の
円
墳
に
は
鍛
冶
の
親
方

の
お
墓
が
あ
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。

第二京阪道路関連遺跡
出土遺物展示会（後期）
と 　き　12 月 2 日（水）～ 3月
28 日（日）午前 10 時～午後
5時（月・火曜日、祝日は休館）

ところ　歴史民俗資料展示室
内 　容　私部南・上の山遺跡から
出土した遺物の展示　

問 い合わせ　歴史民俗資料展示室
（℡   810・6667）

交
野
の
首
長
は

ど
こ
に
い
っ
た
の
か
？

交
野
市
域
の

開
発
の
歴
史

水 

野　

鍛
冶
職
人
と
い
え
ば
、
力

士
や
鷹
た
か
じ
ょ
う

匠
の
人
物
埴
輪
は
あ
る

の
に
、
鍛
冶
職
人
は
あ
り
ま
せ

ん
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

和 

田　

一
般
的
な
生
産
関
係
の
事

は
埴
輪
に
な
ら
な
い
よ
う
で
す

ね
。後
の
宮
廷
儀
礼
で
特
別
な

意
味
を
持
つ
行
為
が
、
人
物
埴

輪
に
表
現
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

6
世
紀
に
は
上
私
部
の
集
落

は
拡
大
し
、
森
遺
跡
の
鍛
冶
な
ど

の
生
産
基
盤
も
安
定
し
て
い
ま
す

が
、
交
野
で
は
大
き
な
古
墳
は
造

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。そ
れ
ま
で

大
き
な
古
墳
を
築
い
て
き
た
首
長

は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

水 

野　

５
世
紀
後
半
ご
ろ
に
作
ら

れ
た
大
畑
古
墳
の
あ
と
、
交
野

で
は
、
首
長
の
墓
で
あ
る
前
方

後
円
墳
は
な
く
な
り
ま
す
が
、

集
落
は
拡
大
し
、
鉄
や
米
は
作

り
続
け
ま
す
。

　

 　

集
落
を
治
め
る
首
長
は
ど
う

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

和 

田　

考
古
学
で
証
明
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
中
央
政
権

に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
首
長
自

身
の
権
力
が
弱
体
化
し
、
地
方

の
行
政
官
の
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

 　

前
方
後
円
墳
は
造
ら
れ
な

く
な
り
、
寺
古
墳
群
や
倉
治
古

墳
群
な
ど
の
小
さ
な
円
墳
か
ら

な
る
群
集
墳
の
中
に
入
っ
て
い

っ
た
か
、
政
権
の
中
心
の
奈
良

盆
地
へ
出
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

市
内
を
横
断
す
る
大
規
模
な
調

査
に
よ
り
、
現
在
の
交
野
の
景
観

が
形
作
ら
れ
る
過
程
を
知
る
手
が

か
り
が
多
く
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
部
南
遺
跡
で
は
紀
元
前
6
世

紀
ご
ろ
、
朝
鮮
半
島
に
起
源
を
持

つ
「
松
し
ょ
う
ぎ
く
り

菊
里
型
住
居
」
が
造
ら
れ
、

水
田
稲
作
を
行
う
弥
生
文
化
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。弥
生
時
代
か
ら

中
世
の
有あ
り
け池
遺
跡
ま
で
交
野
市
域

の
開
発
の
過
程
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

大畑古墳と寺古墳群（市内史跡図）

水 

野　

松
菊
里
型
住
居
は
私
部
南

遺
跡
以
降
は
見
つ
か
っ
て
な
い

ん
で
す
か
。

三
好　

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

水 

野　

一
般
の
竪
穴
式
住
居
の
中

に
埋
も
れ
て
い
く
ん
で
す
ね
。

　

 　

で
は
、
私
部
南
遺
跡
の
水
田

の
変
化
は
ど
う
で
す
か
。

三 

好　

集
落
が
で
き
た
弥
生
時
代

の
こ
ろ
と
同
じ
よ
う
に
、
小
さ

な
区
画
の
水
田
が
続
き
、
大
き

な
変
化
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

水 

野　

弥
生
時
代
に
な
っ
て
、
新

し
い
文
化
が
入
っ
て
き
た
後

は
、
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ

ん
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

三 

好　

弥
生
時
代
の
水
田
は
せ
ま

い
谷
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、

開
発
の
余
地
が
な
か
っ
た
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

水 

野　

台
地
上
へ
開
発
が
及
ぶ
の

は
い
つ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。

若 
林　

調
査
に
よ
り
、
上
私
部
遺

跡
と
有
池
遺
跡
が
台
地
上
の
遺

跡
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

 　

上
私
部
遺
跡
は
土
中
の
花
粉

の
種
類
や
量
に
よ
り
照
葉
樹
林

が
生
い
茂
る
台
地
が
切
り
開
か

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

 　

有
池
遺
跡
で
は
、
11
世
紀
後

半
か
ら
12
世
紀
に
小
さ
な
集
落

が
で
き
て
、
そ
れ
が
14
世
紀
ぐ

ら
い
に
密
集
し
て
大
き
く
な
る

状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　
　

今
回
の
調
査
・
研
究
の
成
果
の

報
告
に
よ
り
、
古
墳
時
代
の
交
野

に
暮
ら
し
た
人
々
の
実
態
を
鮮
明

に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
と
り

あ
げ
ら
れ
た
遺
跡
の
報
告
書
な
ど

は
倉
治
図
書
館
2
階
の
郷
土
資

料
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

問 

い
合
せ　

文
化
財
事
業
団
（
℡  

８
９
３
・
８
１
１
１
）

かいがけの道
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡
891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木・金曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡ 892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡ 892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　第 1・3水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡ 892・0121）

法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその翌日）
の9時30分から電話で市長公室（℡892・0121）】
土地建物相談(不動産鑑定士)
　15日(火)13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　16日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　12日（土）13時30分～16時、星田市民センター
　18日（金）13時30分～16時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　22日（火）13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 10時～ 16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員、要電話連絡）
　平日15時30分～17時30分、市役所本館2階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5　青年の家横　℡ 810・8270）

▽  来所＝毎週火・水・木曜日 13 時～ 16 時、電話＝平日 9時
～ 17時、子育て支援センター「いちばんぼしくらぶ」（星田
3－ 10－ 8　星田保育園内　℡ 891・1793）

心身障がい者福祉相談（身体・知的・精神障がい者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1・2水曜日、（精神）第3水曜日、
第 3金曜日、いずれも 13時～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
障がい者相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
地域活動支援センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障がい者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
高 齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士、福祉の総合相談窓口
〈コミュニティソーシャルワーカー）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター

※ 問い合わせ　地域包括支援センター（℡ 893・6426）、社会
福祉協議会（℡ 895・1185）

でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター、事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

女性のための相談（女性相談員、予約制）
　 2日（水）14時～16時30分、市役所別館2階、相談室、定員3人。
予約は電話で市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
人権擁護委員による相談
　 5日（土）〈特設人権相談　10時～12時〉・17日（木）14時～16
時30分、ゆうゆうセンター2階
人権なんでも相談（人権相談員）
　平日 10時～正午と 13時～ 16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）

育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日 13時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

12 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日と、12月 29日～ 22年 1月 3日を除きます。

粗大ごみ予約受付センター（℡891・5
ごみなし

374　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 2日（水） 9日（水）16日（水）23日（水 )

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田西・
南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌な
ど

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚・
私部 4丁目
一部

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉
治・東倉
治・神宮
寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

12 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡ 892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間
前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 3時 30 分に環境事業所で受け付けています。

法
律
・
行
政

暮
ら
し

子
育
て
・
教
育

人
権

健
康
・
福
祉
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善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に
預託していただきました。

▽  交野市合唱祭実行委員会から
1万円

▽  第 13 回カラオケグランプリ
大会チャリティ募金として 2
万 3,335 円

▽松塚の岡本功さんから3万円

マスクの寄贈
　全国で新型インフルエンザ
発生に伴い、マスクが品薄状態
の中、宗教法人章園寺から 1万
2,000枚のマスクを寄贈してい
ただきました。

  会員募集　●●●

  大会結果　●●●

二水会（水彩画同好会）
　毎月第 2水曜日午前 9時 30
分～正午、青年の家。そのほか
3 月～ 11 月は月 1 回の予定
で写生会を催しています。初
心者大歓迎。入会金無料。月会
費 1,000 円。［問］井上さん（℡  
891・5127）

大人のためのピアノサークル
　毎月 1 ～ 2 回水曜日午後 1
時～、青年の家。お好きな曲を
ご自分のペースで。第 2 の人
生を楽しく過ごしましょう。入
会金 1,000 円。会費 1,600 円。
［申・問］橋本さん（℡   893・
6563　e-mail:ryo_jun@k.vodaf
one.ne.jp）

アンサンブル・アニマート
　毎週金曜日午前 9時 30分～
午後 4時、青年の家音楽室。ピ
アノを練習してみませんか。き
っと弾けるようになりますよ。
初心者可。年 2回発表会。入会
金2,000円。月 2回会費2,500
円（会場費別）。［申・問］三村さ
ん（℡   090・7366・5187）

  善　　意　●●●

第47回市長杯ゲートボール大会
　10月 22 日（木）、天野川緑
地公園テニスコートで 14チー
ムが参加して行われました。上
位の成績は次のとおり。
①梅が枝チーム
②私市チーム

  ハイキング●●●

小倉山（嵯峨野）
　12月26日（土）午前 7時 50
分に交野市駅集合。枚方ー四条ー
阪急四条ー桂ー嵐山ー小倉山ー
清滝ーJR嵯峨嵐山。一般向き10
㌔。参加費200円。交通費1,200
円。［問］鶴園さん（℡   891・6002）

　11 月 9 日（月）、㈳交野青年会議
所（森本憲卓理事長）から市に「交野
市 AED ＆避難場所マップ」（12 月
号広報と同時配布）3万枚が寄贈さ
れました。
　これは同会議所が市民にAED設
置場所と指定避難場所を知ってもら
うために作成したものです。

初登り　六甲山
　1月3日（日）午前8時に阪急
梅田駅3階改札口前集合。初心山
の会緑の旗が目印。阪急芦屋駅－
荒地山 －お多福山－あしやロック
ガーデン－芦屋駅。行程約10㌔。
持ち物は弁当、あったかい飲み物、
防寒具、ハイキングの装備。参加
費300円。交通費600円。［申・問］
電話で岩本さん（℡   892・0167）

豊川稲荷（愛知）
　1 月 9 日（土）午前 6 時 50
分に河内磐船駅集合。小雨決行。
コースは尼崎－米原－岐阜－豊
橋（乗換）－豊川－豊川稲荷。一
般向き 5㌔。参加費 200 円。交
通費 2,300 円。青春 18 きっぷ
使用。［問］鶴園さん（℡   891・
6002）

日本舞踊　新舞踊　菊初幸会
　月3回金曜日午後1時～4時
30分、ゆうゆうセンター。日本
舞踊の基礎を学びながら美容と
健康のために新舞踊を楽しみま
せんか。初心者歓迎。入会費無
料。月会費3,000円。指導は音羽
流師範の音羽菊初幸さん。［申・
問］田中さん（℡   892・9156）

交野女声合唱団
　毎週金曜日午後 6時 30分～
8時 30 分、青年の家 3階音楽
室。私たちと一緒にコーラスを
楽しみませんか。指揮は高野享
さん、伴奏は平井幸枝さん。入
会金 2,000 円。月会費 3,000
円。［申・問］中野さん（℡   090・
4287・2032）か、奥田さん（℡  
090・3846・0191）

みんなのページ

  11 月 1日（日）、交野古文化同
好会（中光司会長）から、これま
で説明板の無かった私部城跡（私
部 6丁目交野郵便局東側、市道
私部春日線沿い）に説明板が寄
贈されました。

寄　贈

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です
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親子リトミッククリスマス会♪
　12月17日（木）午前9時 40
分（開場）10時（開演）、ゆうゆ
うセンター多目的ホール。対象
は赤ちゃんから4歳まで。楽し
い曲がいっぱい。定員先着 30
組、申込受付順。入場料は親子で
1,000円（プレゼント付）。［申・
問］橋本さん（℡   893・6563　e
-mail:ryo_jun@k.vodafone.ne.jp）

あしたへ！
　12 月 17 日（木）午前 9 時
30 分～正午、いきいきランド
交野控室（2 階サブアリーナ
奥）。育てにくい、扱いにくいな
ど気にかかる子どものいる人、
日ごろの不安や悩み、これから
の事など一緒に話しませんか？
参加費 100 円。飲食持参で。
［問］中野さん（℡   891・9040）

廃食油回収
　12月19日（土）午前9時 30
分～ 10時 30分、市内 20か所
（広報かたの 4月号参照）。使い
終わった食用油回収します。天
かす・水が入らないようにして
持参ください。空容器各自で持
ち帰り処分してください。［問］
代永さん（℡   892・8568）

クリスマスのアレンジメント☆
　12月19日（土）午後1時 30
分～、青年の家203号。人気のプ
リザーブドフラワーを使ったクリ
スマスのアレンジを作ります。2
点製作するので親子での参加も
大歓迎です！参加費3,000円（お
花、レッスン費込）。［申・問］熊谷
さん（℡   080・3134・2691）

リコーダー deクリスマス♪
　12月19日（土）午後2時（開演）、
青年の家302号。今年もサンタさ
んがやって来ます！ネコふんじゃ
った・大きな古時計・G線上のア
リア・あわてん坊のサンタクロー
スなど。参加費は大人300円（プ
レゼント付）、子どもさん無料。［問］
藤田さん（℡   090・2595・3507）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

交野ジャズクリエーション
　12月19日（土）午後 3時 30
分～、ゆうゆうセンター4階交流
ホール。コンサートを行います。コ
ットンテイル・コーヒールンバな
ど演奏予定。開催協力金500円
（中学生以下無料）。［問］勢登さん
（℡   894・2706　午後7時以降）

ボーイスカウト見学・感謝祭
　12月20日（日）午後1時～、
倉治公民館2階。自然の中で活
動を学び健全な心を育てます。
見学と説明。幼稚園年長以上男
女。ケーキあります。参加費無料。
［申・問］ボーイスカウト交野3
団の山本さん（℡   891・3144）

「Xmas」のおくりもの　
　12月20日（日）午後2時～3時
30分、ゆうゆうセンター多目的ホ
ール。交野うたう会のコーラスや会
場のみんなでクリスマスソングな
ど楽しみます。参加協力費500円
（飲み物・お菓子付き）。［申］直接会
場［問］渡辺さん（℡   892・1218）

冬休み親子パン教室
　12月22日（火）午後1時～の
部、1月7日（木）午前9時～の部、
午後1時～の部、ゆうゆうセンタ
ー調理実習室。講師は食育インス
トラクター・ピーターぱんクラブ
代表の山田和子さん。参加費は親
子で2,800円、兄弟1,000円。［問］
横山さん（℡   090・3999・5973）

クリスマス会＠四季の会
　12月23日（祝）午前10時～正
午、青年の家303。一緒にクリス
マスソングや懐かしい歌を歌って
楽しく過ごしませんか？準備の都
合がありますので、お手数ですが、
ご一報ください。主催は四季の会。
［問］渋谷さん（℡   891・6787）

おやこ劇場クリスマス会
　12 月 23日（祝）午前 10 時
30分～、青年の家304号。手遊
び、絵本の読みきかせ、子育て
などしゃべくりタイムしません

か？対象は幼児～小学生。参加
費1家族100円。［問］交野おや
こ劇場（℡  ・℻   893・4960　月・
水・金曜日午前10時～午後2時）

きらきら☆ファミリーコンサート
　12月23日（祝）午後2時 30
分（開演）、15分前開場、青年の
家 301。ピアノやハンドベル演
奏、音楽絵本など、ご家族で楽し
めるクリスマスコンサートです。
参加コーナーもあります。参加費
は1家族800円。主催は音夢の
会。［問］牧さん（℡   891・7411）

社交ダンスパーティ
　12月 26日（土）午後 1時～
4時、ゆうゆうセンター。年末の
ひとときダンスをお楽しみくだ
さい。プロのデモ、フォーメイシ
ョンほか。飲み物など準備。会費
1,000 円。交野社交ダンス同好
会、社交ダンスKATANO共催。
［問］伴さん（℡   380・7226）

正月用生け花教室（未生流）
　12 月 27 日（日）午後 1 時
～ 4 時 30 分、青年の家 2 階。
講師は鵜飼好子さん。山ゆり会
生徒募集。参加費 1,000 円。花
代 2,700 円。［問］志田さん（℡  
894・2523）

コモドウィンドアンサンブル
　12月27日（日）午後1時30分
（開場）2時（開演）、枚方市市民会
館大ホール。第16回定期演奏会
ポルツィエ。演奏曲目、春の猟犬、
ウエストサイドストーリーよりシ
ンフォニックダンスほか。［問］岩
崎さん（℡   090・3289・7906）

TOEIC600 点突破コース
　1月 24 日～ 3 月 14 日の毎
週日曜日（全8回）午前10時～
午後 0時 30分、交野会館1階
（郡津駅前）。講師は欧米勤務10
年、TOEIC960 点。参加費 2万
5,000円。［申・問］交野市国際
交 流 協 会（ ℡   894・1113　
月～金曜日午前9時～午後5時）
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  催　　し　●●●

パッチワーク作品展　とんがり
　12月1日（火）～3日（木）午
前 10時～午後 3時、枚方信用
金庫交野支店 3階。心温まるキ
ルト作品とベアーたちをぜひご
覧ください。入場無料。［問］竹谷
さん（℡   090・1027・3258）

サウンド会　社交ダンス交流会
　12月6日（日）午後1時5分～
4時15分、ゆうゆうセンター4
階多目的ホール。抜群の選曲で活
気があり存分に踊れます。お茶・
コーヒー・お菓子にフルーツも用
意。会費800円。［問］畑中さん（℡  
090・4648・1775）

第 11回アニマート発表会
　12月4日（金）午前10時～正
午、星誕音楽堂（星田1ー36ー
18）。日ごろの練習の成果発表。ピ
アノソロ、連弾、サックス、フルー
トなどとのアンサンブル。多数ご
来場ください。入場無料。［問］三
村さん（℡   090・7366・5187）

木の実 de工作ひろば
　12月5日（土）午前10時～正
午、星の里いわふね2階会議室。
おとなもこどももどんぐりで遊
ぼう。定員は先着20人、事前に
申し込み。参加無料。［申・問］き
さいち植物園ファンクラブの辻
井さん（℡   090・4765・3581）

行政書士による日曜無料相談会
　12月6日（日）午後1時～3時、

ゆうゆうセンター。遺言・相続、内
容証明・示談書の作成など。無料・
予約不要。［問］行政書士会枚方支
部の高田さん（℡   893・7056）

交野九条の会結成記念講演会
　12月6日（日）午後2時～ 4
時（開場1時 30分～）、ゆうゆ
うセンター４階交流ホール。講
演「輝け憲法　世界の人々にと
どけよう、憲法9条を！」講師は
伊藤千尋さん（朝日新聞記者）。
協力券500円。18歳以下無料。
［問］小林さん（℡   893・1705）

晴れ着着付（無料）講習会
　12月8日（火）武道館2階専修
室、9日（水）幾野（2丁目）南集
会所、いずれも午前10時～正午。
お正月の晴れ着、成人式の振袖の
簡単に結べる飾り帯結びの講習。
持ち物は着物帯一式。主催は和装
技術研究会着物着付教室。［申・
問］根本さん（℡   891・5073）

精神障害者の皆さん集まろう！
　12月9日（水）午後1時 30分
～3時、ゆうゆうセンター3階団
体共用ルーム。精神の病気（統合失
調症、そううつ病、うつ病、不安障
害など）で悩んでおられる家族の
人、悩みを出しあいましょう。書籍・
講演の紹介もします。参加費無料。
［問］雲川さん（℡  ・℻   891・0884）

環境ケナフ＆絵レター作品展
　12月11日（金）～13日（日）午
前9時～午後5時、青年の家1階ロ
ビー（11日は午前10時30分から、
13日は午後4時まで）。会員作品展

示。入場無料。主催はなんでもくら
ぶ地球環境を考える会。［問］山基流
の山本さん（℡   819・1518）

ママさんバレー ! ! 創部 30周年記念
　12 月 12 日（土）午前 9 時
30分～、星の里いわふね。式典、
吹奏楽、チアリーディング、太
鼓、琴、詩吟など盛りだくさん
のイベント開催。バレーに魅せ
られ苦楽を共に歩んで 30 年。
主催は交野友愛クラブ。［問］鈴
木さん（℡   893・8444）

年末ホッと大作戦
　12月13日（日）午前10時に地
域活動支援センターみのり集合。
みなさんで交野のまちをきれい
にしませんか。参加費無料。主催
は交野心の病と共に生きる市民
の会「TEAM」。［問］地域活動支援
センターみのり（℡   893・9511）

音夢サロン vol.1
　12月13日（日）午前10時～
正午、青年の家302。クラシック
音楽好きの人、楽器持参で演奏
したり、楽しい時間を過ごしませ
んか？聴くだけでもOK。参加費
500円。主催は音夢の会。［問］前
田さん（℡   090・2282・0054）

包丁、ハサミ研ぎ
　12月16日（水）、17日（木）午
前10時～正午（受付）、市役所別
館前。切れなくなった包丁、ハサ
ミを有料で研ぎます。時間内にお
持ちください。出来上がりは順番
により後日になることもあります。
［問］代永さん（℡   892・8568）

　　　　　

人口と火災・救急編集手帳
10 月末の市の人口（前月比）

人　口 79,238 人 （＋ 54）
男 38,618 人 （＋ 53）

女 40,620 人 （＋　1）
世帯数 30,833 （＋ 74）

10 月の火災と救急
火災 1件 救急 225件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。
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お か だ

田　真
ま こ と

琴です
平成21年 6月20日生

「元気にすくすくと大きくなってね」

（私市）

協力　交野市星のまち観光協会
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　寺の住吉神社から奈良に抜ける道を「かいがけの道」とい
います。昔から大和と河内を結ぶ重要な交通路で、平安時代
には、紀州熊野大社へ参拝する「熊野街道」として知られてい
ます。秋が深まるころには落葉で道が埋め尽くされ、すばら
しい景色を見せてくれます。
　右写真はかいがけの道を登った先、傍示の共同墓地の入口
手前にある「スマイル地蔵」と呼ばれているお地蔵さんです。
交野郷土史かるたに「かいがけのぼれば地蔵が笑う」とあり、
ハイキングに訪れた人たちを微笑んで迎えてくださっている
ような気がします。

かいがけの錦繍

（写真右から）

迫
さ こ だ

田　喜
よしはる

治です　平成19年 4月12日生
迫
さ こ だ

田　大
だ い ち

知です　平成21年 1月11日生
　「大切なヨッチィ＆ダイちゃん。

ずっとずっと仲良しでいようね」
（星田西）


